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一
ｔ
麿
Ｌ
七
八
以
～
一
一
ｔ
ｙ
考
・
ク
一
ル
通
硲
第
１
　
巻
堕
ハ
蓑
雨
和
廿
五
年
二
月
登
行

清
末
洋
務
派
の
運
動

小

野

Ｊ

秀

　

美

　

洋
務
論
は
所
謂
西
學
を
媒
介
と
す
る
一
種
０
改
革
論
で
あ
る
。
そ
０
鮎
に
於
て
。
洋
務
術
は
便
法
論
の
名
将
の
下
に
包
轄
さ
れ
て

差
支
へ
な
町
た
だ
便
法
論
に
對
し
て
洋
務
論
と
云
ふ
場
合
に
は
ヽ
。
前
者
を
後
者
ｏ
登
展
形
態
と
し
て
Ｖ
そ
の
間
に
匝
別
を
設
け
て

然
る
べ
き
で
あ
る
・
便
法
論
が
成
法
を
便
じ
て
。
制
だ
の
根
か
的
な
改
革
を
目
指
し
て
く
る
ｏ
に
對
し
。
洋
務
論
は
成
法
の
噸
本
に

は
診
り
鯛
れ
る
こ
と
な
く
し
て
、
新
に
洋
務
の
一
格
を
之
に
附
加
し
よ
う
と
す
る
が
ら
で
あ
る
。
雨
者
の
相
違
を
特
徴
的
に
云
ふ
な

ら
ば
、
洋
務
論
ｏ
主
眼
は
技
蓼
で
あ
り
、
。
便
法
論
の
眼
目
は
制
度
で
あ
る
。
洋
務
論
に
於
て
も
便
法
と
云
ふ
言
葉
が
用
ひ
ら
れ
る
け

れ
ど
も
。
そ
れ
は
主
に
抗
菌
に
闘
す
る
も
の
で
、
制
度
ｏ
根
本
に
翻
す
る
も
の
で
は
な
い
。
雨
者
は
何
れ
も
西
學
を
改
革
ｏ
媒
介
と

す
る
こ
と
に
便
り
な
い
に
し
て
も
。
西
學
に
對
す
る
認
識
ｏ
仕
方
と
受
容
ｏ
仕
方
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

　

阿
片
戦
争
（
一
八
四
〇
）
以
末
丿
殊
に
太
平
天
國
ｏ
気
（
一
八
五
ｏ
ｌ
六
四
）
と
庚
申
の
役
（
一
八
六
〇
）
を
契
機
と
し
て
、
西
洋
ｏ
武
力

的
な
優
越
が
一
部
識
者
ｏ
間
に
痛
感
さ
れ
た
。
こ
の
武
力
ｏ
鮎
に
於
け
る
西
洋
優
越
の
意
識
が
。
４
　
國
自
強
の
欲
求
と
結
び
付
く
所

に
、
洋
務
論
と
洋
務
這
動
を
成
立
せ
し
め
る
地
盤
が
あ
る
。
勿
論
中
國
自
強
ｏ
た
め
に
、
成
法
ｏ
線
口
沿
び
、
清
朝
傅
統
ｏ
枠
内
に

-１
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於
け
る
改
良
論
も
提
出
さ
れ
て
や
る
。
之
が
大
多
数
の
読
書
人
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
正
統
的
な
見
解
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
正

統
的
な
成
法
論
に
對
し
て
、
異
端
的
な
洋
務
術
と
洋
務
運
動
が
漸
を
逐
ふ
て
そ
０
比
重
を
加
へ
、
か
く
て
新
な
る
受
法
論
を
呼
び
起

す
所
に
、
^
Ｖ
Ｑ
'
i
3
■
ｆ
ｔ
^
的
な
價
値
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

洋
務
迦
動
ぱ
曾
國
藩
・
李
鴻
章
・
左
宗
巣
０
如
き
有
力
な
優
撫
に
端
を
脅
し
、
李
鴻
章
を
中
心
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
後
に
は
・
張

之
洞
も
そ
・
の
重
要
な
荷
袴
者
と
な
っ
て
ゐ
る
。
所
謂
洋
務
は
婦
す
る
朋
技
蔀
０
問
題
で
あ
っ
て
。
そ
０
内
に
種
々
９
要
素
を
含
ん
で

は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
核
心
を
な
す
も
０
は
軍
務
殊
に
海
防
で
あ
る
と
云
っ
て
差
支
へ
た
い
。
西
洋
の
長
疲
を
「
船
堅
磯
利
」
ｔ

た
は
「
堅
甲
利
兵
」
に
求
め
、
之
と
闘
聯
す
る
一
建
の
諸
務
を
併
せ
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
。
軍
備
の
・
充
竟
を
圖
ら
う
と
す
る

こ
と
は
、
洋
務
派
０
罵
動
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。
云
ひ
換
へ
る
な
ら
ば
、
洋
務
期
に
於
け
る
西
學
は
、
軍
務
中
心
で
あ
？

か
か
る
種
類
の
洋
務
の
止
む
を
得
な
い
こ
と
が
次
第
に
焉
政
者
の
認
め
る
所
と
な
っ
て
、
洋
務
運
動
が
そ
の
上
昇
期
を
辿
る
の
は
。

光
緒
十
年
代
（
一
八
八
四
―
九
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
光
緒
十
年
代
０
前
牛
期
に
於
て
。
既
に
洋
務
に
對
す
る
新
な
る
批
判
が
有

力
化
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
、
西
學
０
根
底
に
軍
務
以
上
の
も
の
が
あ
る
と
云
ふ
反
省
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

軍
務
以
上
の
も
０
と
は
、
即
ち
政
治
の
在
り
方
に
外
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
軍
務
よ
り
も
門
流
を
重
硯
す
る
傾
向
が
起
る
べ
き
で
あ
り
、

弊
政
の
改
革
・
吏
治
の
刷
新
が
軍
務
の
先
決
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
洋
務
論
か
ら
愛
法
術
へ
の
・
移
行
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か

　

ろ
傾
向
が
口
清
戦
役
（
一
八
九
四
－
五
）
を
重
要
な
穂
機
と
し
て
、
更
仁
制
度
０
根
本
的
な
改
革
を
唱
へ
る
康
有
焉
０
受
法
論
、
及
び
何

啓
・
胡
戦
垣
０
新
政
論
に
ま
で
脅
展
す
る
０
で
あ
る
。
吏
治
り
刷
新
は
攻
法
論
に
於
て
も
主
要
項
目
で
あ
っ
た
。
然
る
に
こ
こ
に
於

。
て
は
、
制
度
０
範
を
西
學
に
採
る
と
共
に
、
攻
法
を
越
え
て
、
古
典
に
そ
０
根
捷
を
求
め
よ
う
と
し
て
ゐ
ひ
。
而
も
西
學
は
受
法
を

媒
介
と
し
て
。
古
典
即
ち
孔
孟
０
教
と
不
可
分
離
に
結
ば
れ
る
０
で
あ
っ
て
、
西
學
の
採
用
が
著
し
く
積
極
性
を
帯
び
る
０
で
あ
る
。

こ
の
鮎
に
ま
た
便
法
論
が
洋
務
論
に
比
し
て
ノ
攻
法
論
と
０
間
に
更
に
激
し
い
對
立
を
促
す
根
本
０
原
因
が
あ
る
。

-
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洋
務
諭
の
便
法
諭
に
對
す
る
開
係
を
以
上
の
如
く
要
約
し
得
い
る
と
す
る
尨
ち
ば
。
所
謂
洋
務
涙
の
運
動
そ
の
も
の
は
、
具
饅
的
に

如
何
な
る
内
容
を
も
ち
、
’
如
何
な
る
便
法
論
へ
の
移
行
の
過
程
を
採
っ
て
、
ゐ
る
か
。
そ
の
鮎
を
少
し
ば
か
り
明
か
に
し
て
見
た
い
と

思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

・
洋
務
に
對
す
る
開
心
は
。
そ
の
徴
候
良
阿
片
戦
争
の
頃
に
ま
で
湖
少
得
る
か
も
無
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
洋
務
論
ま
た
は
洋
務
僅

動
と
云
ふ
形
の
も
の
が
現
は
れ
る
ひ
は
、
咸
豊
０
末
・
同
治
０
初
以
来
０
こ
と
で
あ
る
。
そ
０
直
樟
０
契
機
そ
な
っ
て
ゐ
る
も
心
が
、

太
平
天
國
の
気
と
庚
巾
０
役
ご

時
に
お
っ
て
別
天
地
を
な
し
、
て
ゐ
た
・
「
香
港
に
居
る
も
の
は
率
ぬ
財
め
多
き
£
誇
り
、
疏
文
を
疎
じ
、
道
徳
を
笑
ふ
」
。
と
は
、
王
・

軸
０
言
葉
で
あ
る
。
上
海
を
ま
た
香
港
と
異
る
所
が
な
い
。
上
海
に
通
事
と
云
ふ
一
階
級
が
成
立
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
伺
治
の
初

年
既
に
馮
桂
芽
が
指
摘
し
て
ゐ
る
。
「
上
海
０
通
事
は
人
数
が
甚
だ
多
く
、
獲
利
心
甚
だ
厚
い
。
途
に
士
農
工
商
０
外
に
別
に
一
業
を

な
す
。
廣
州
寧
波
の
人
が
多
い
」
と
ま
か
か
る
ｆ
事
の
如
く
。
「
市
門
に
倚
り
。
坐
し
て
厚
賃
を
隻
す
る
も
の
」
が
あ
る
と
共
に
。

世
族
名
門
に
し
て
そ
の
間
に
倫
落
す
る
。
も
の
も
多
か
っ
た
。
Ｊ
王
輸
の
同
治
十
年
・
（
え
七
二
）
の
作
濠
嬬
雑
志
＊
≪
＊
＊
に
よ
れ
ば
。
上

海
は
殊
に
風
硲
が
日
に
華
廳
と
な
り
、
衣
服
忙
上
下
の
別
な
く
、
ま
た
僕
隷
は
士
類
を
凌
榛
し
て
、
尊
卑
の
等
が
既
に
素
れ
て
を
り
、

久
居
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
太
平
天
國
ｏ
戴
と
上
海
の
急
激
な
登
展
を
契
機
と
し
て
、
こ
ｏ
地
に
於
け
る

雄
會
の
階
暦
間
に
は
大
い
な
る
受
動
が
起
り
っ
っ
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
・
ぷ
海
に
於
７
は
・
従
来
の
飲
會
秩
序
が
殆
ど
崩
壊
の
過
程

に
あ
っ
た
と
云
っ
て
差
支
へ
な
い
？
且
つ
上
海
の
繁
条
は
早
く
か
ら
租
界
に
依
存
し
て
を
り
。
租
界
は
太
平
天
國
の
気
化
著
し
く
強

化
さ
れ
た
。
「
外
人
蔑
脱
と
云
っ
た
こ
と
は
。
上
海
に
於
て
は
最
早
や
不
可
能
ｏ
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
＊
＊
＊
＊
＊
　
1
3
？
様
ｏ
こ
と
は

香
港
忙
つ
い
て
更
に
云
ひ
得
る
」
違
ひ
な
い
・
か
か
る
傅
統
を
無
脱
し
て
登
展
す
る
上
海
並
に
香
港
に
。
洋
務
運
動
が
最
初
の
根
を

３･－
-



　
　
　

訃
ろ
す
０
で
あ
っ
て
。
王
絹
は
上
海
０
洋
務
を
ば
、
「
前
よ
り
云
ふ
な
ら
ば
地
之
を
な
し
、
後
よ
り
云
ふ
な
ら
ば
人
之
を
な
す
」
と
述

4
3

　

べ
て
ゐ
る
（
濠
端
肆
志
）
。
た
だ
異
る
片
は
。
上
海
０
洋
務
論
が
啓
蒙
性
と
同
時
に
政
治
力
の
背
景
を
も
っ
の
に
對
し
て
。
香
港
の
洋

　
　
　

務
論
は
政
治
力
を
も
た
な
い
鮎
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
よ
り
積
極
性
を
帯
び
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

＊

　

皇
朝
蓄
奘
文
編
巻
六
て
王
絹
「
香
港
略
論
」
。

　
　
　
　

＊
＊

　

校
那
廬
抗
議
倦
下
「
よ
海
設
立
同
文
館
蹟
」
。
校
弼
廬
抗
議
に
は
戌
豊
十
一
年
冬
十
月
の
自
序
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
上
海
設
立
同
文
館
議
」

　
　
　
　
　

は
恐
ら
く
同
治
元
年
の
作
で
あ
る
こ
と
、
本
文
の
内
容
に
徴
し
て
疑
な
い
。
後
に
こ
の
書
の
内
に
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊
＊
＊

　

王
翰
「
彊
図
著
邁
總
目
」
海
雛
壇
游
録
巻
七
の
條
（
春
秋
朔
囮
至
日
没
附
）
。

　
　
　
　

＊
＊
＊
＊

　

小
方
壷
僣
輿
地
叢
紗
第
九
峡
第
一
冊
所
収
。

　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊

　

Ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
　
Ｏ
.
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
ｒ
｡
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ
ｉ
;
　
C
i
ｔ
ｙ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｓ
ａ
ｌ
ｅ
｡
　
ｐ
.
　
６
３
に
ぼ
＆
ｙ
Ｒ
輿
の
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

脱
に
建
べ
た
如
く
。
’
洋
務
を
具
殼
化
せ
し
め
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
太
平
天
國
０
胤
と
庚
申
の
役
で
あ
る
。
南

　
　
　

都
を
天
京
と
す
る
太
平
軍
は
、
咸
豊
十
一
年
（
一
八
六
一
）
曾
國
藩
が
安
慶
を
回
復
し
て
よ
り
。
作
戦
０
主
力
を
江
浙
に
向
け
た
。
李

　
　
　

鴻
章
と
左
宗
索
が
そ
れ
ぞ
れ
江
蘇
巡
撫
及
び
浙
江
巡
撫
に
任
ぜ
ら
れ
た
０
は
、
そ
０
た
め
で
・
あ
る
。
そ
し
て
江
蘇
に
於
て
、
李
鴻
章
は

　
　
　

外
人
編
成
の
常
勝
軍
の
活
凋
を
限
の
営
り
に
見
、
浙
江
に
於
八
左
宗
巣
は
清
佛
混
成
の
花
緑
頭
軍
の
活
動
に
接
し
た
。
西
洋
の
所

　
　
　

謂
堅
甲
利
兵
の
威
力
を
目
近
か
に
殼
瞼
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
洋
務
に
對
す
る
開
心
は
、
こ
こ
に
端
を
登
す
る
の
で
あ
る
。
左
宗

　
　
　

巣
は
後
に
禰
州
馬
尾
に
船
政
廠
を
開
い
た
と
き
。
プ
ロ
ス
ペ
ル
ー
ジ
ケ
ル
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｉ
ｑ
ｕ
e
l
日
意
格
）
及
び
ポ
ー
ル
ー
デ
グ
ベ

　
　
　

リ
t
l
　
-
　
　
（
Ｐ
ａ
ｕ
l
　
ｄ
'
Ａ
ｉ
ｇ
ｕ
ｅ
ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
徳
克
碑
）
を
招
聘
し
て
ゐ
る
。
何
れ
も
左
宗
巣
の
太
平
軍
討
伐
に
営
り
、
清
佛
混
成
軍
を
編
成
し

　
　
　

て
、
之
に
協
力
し
て
ゐ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
ｏ
で
あ
る
。

　
　
　
　

太
平
天
國
０
乱
が
曾
國
藩
・
李
鴻
章
・
左
宗
巣
を
し
て
洋
務
に
関
心
せ
し
め
る
契
機
と
な
っ
て
ゐ
る
と
す
る
な
>
£
'
ば
、
庚
申
０
役

　
　
　

は
直
接
に
北
京
を
勤
挨
せ
し
め
る
深
刻
さ
を
も
っ
て
ゐ
る
。
庚
申
０
役
は
、
周
知
の
如
く
、
天
津
條
約
（
一
八
五
八
）
０
批
准
・
北
京

-４-



　
　
　

條
約
心
締
精
（
ぶ
六
〇
）
を
以
７
局
を
給
ん
だ
。
華
夷
思
想
を
廻
っ
て
０
阿
片
戦
争
以
前
が
ら
の
紛
争
は
、
ご
こ
に
一
座
０
結
末
を

　
　
　

告
げ
た
と
云
っ
五

　
　
　

に
し
ｔ
も
、
打
破
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
・
作
し
な
か
ら
公
文
書
に
於
ｔ
外
人
を
夷
を
脈
し
得
な
く
な
り
齢
國
公
虻
の
北
京
駐
劉
が
認

　
　

’
め
ら
れ
、
且
つ
條
約
を
墨
愚
的
な
も
の
を
す
る
従
来
の
考
へ
方
は
、
最
早
や
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
恰
も
庚
由
ｔ
ｏ
役
の
途
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

φ

　
　
　
　

‘
’

　
　
　
　

。
－
。

　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　

に
於
て
、
熱
河
蒙
塵
中
の
咸
豊
帝
が
病
歿
し
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
表
面
化
さ
れ
た
恰
親
王
載
垣
・
鄭
親
王
端
華
及
び
粛
順
等
０
陰

　
　
　
　

謀
が
潰
滅
す
る
こ
を
に
よ
っ
て
。
極
端
な
守
菊
涙
が
除
か
れ
た
。
こ
こ
に
「
北
京
に
於
け
る
最
も
開
明
な
政
治
家
達
の
指
導
者
≒

　
　
　
　

と
外
人
が
評
す
る
恭
親
王
を
中
心
と
し
て
、
列
國
に
對
し
協
調
の
方
針
が
探
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｉ
ｐ
　
W
＊
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ａ
ｎ
ｔ
｡
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
　
Ｅ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
　
Ｄ
ｏ
w
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
　
ｏ
ｆ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
｡
　
ｄ
.
　
４
０

　
　
　
　
　

か
か
る
零
情
を
背
景
と
し
て
、
所
謂
洋
務
が
北
京
及
び
上
海
・
幅
州
等
に
ほ
ぽ
時
を
同
じ
く
し
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
’
ゐ

　
　
　
　

る
。
北
京
に
於
て
は
、
天
津
條
約
０
規
定
に
よ
り
、
咸
豊
十
一
年
（
一
八
六
一
）
英
佛
米
の
三
公
使
館
が
設
置
さ
れ
、
列
國
と
の
外
交

　
　

゛
事
務
を
扱
ふ
べ
き
總
理
各
國
事
務
衛
門
も
設
立
さ
れ
た
。
之
ま
で
朝
貢
偏
な
み
に
理
藩
院
０
管
轄
下
に
あ
っ
た
列
國
と
の
外
交
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
ｆ

　
　
　

が
、
こ
こ
に
始
め
て
褐
立
の
官
廳
を
も
っ
０
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
「
各
國
の
情
形
に
通
じ
」
、
「
人
の
欺
蒙
を
受
け
な
い
」
た
め

　
　
　

に
、
そ
の
語
言
文
字
を
教
へ
よ
う
と
す
る
同
文
館
が
、
同
治
元
年
（
一
八
六
二
）
總
理
衛
門
に
附
設
さ
れ
、
・
更
に
同
六
年
百
八
六
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　

同
文
館
内
に
算
學
館
が
附
設
さ
れ
た
。
「
西
人
製
器
の
法
は
度
数
に
よ
っ
て
生
す
る
の
で
あ
り
」
、
輪
船
機
器
製
造
０
　
根
底
に
は
天
文

　
　
　

算
學
が
あ
る
と
云
ふ
の
が
。
算
學
館
附
設
の
主
旨
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

＊

　

皇
朝
鯉
世
交
三
編
倦
て
恭
親
王
「
奏
請
開
設
同
文
館
疏
」
。

　
　
　
　

上
海
に
於
て
は
、
同
治
二
年
（
一
八
六
三
）
外
國
語
言
文
字
學
館
（
一
名
廣
方
言
館
）
が
設
立
さ
れ
、
同
四
年
（
一
八
六
五
）
。
江
南
機

3
3

4

　
　

器
製
造
總
局
が
開
辨
さ
れ
た
・
上
海
に
あ
る
外
人
純
管
の
幟
廠
・
機
器
か
買
牧
し
、
外
人
技
師
を
監
督
と
し
て
、
洋
槍
洋
砲
等
の
製

四
５

-
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造
に
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
李
鴻
章
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
語
言
文
字
學
館
は
「
洋
務
の
大
害
を
な
す
」
「
無
頼
の
通
事
」
に
代
る
べ

き
人
材
を
、
一
読
書
朋
理
の
人
」
か
ら
養
成
す
Ｊ
と
共
に
。
「
西
文
に
精
熟
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
一
切
の
輪
船
火
器
等
の
巧
技

に
漸
を
逐
う
て
通
暁
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
。
機
器
製
造
局
は
「
西
人
の
長
技
を
取
っ
て
中
國
。
の
長
技
と
な
し
」
、

「
今
日
禦
侮
の
資
・
自
強
の
本
と
な
す
」
こ
と
ゴ
意
圖
し
た
も
の
で
あ
っ
た
裏
側
ら
１
　
鴻
章
は
宣
教
師
ジ
ョ
ン
ー
フ
ラ
・
イ
ヤ
ー
（
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ

ｆ
ｒ
ｙ
ｅ
ｒ
傅
蘭
雅
）
を
招
聘
し
て
、
洋
１
　
を
湊
詳
せ
し
め
て
ゐ
る
。
所
謂
製
造
局
の
詳
書
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
が
之
で
あ
っ
て
、
光

緒
元
年
（
一
八
七
五
）
の
頃
に
は
「
四
十
訟
種
を
詳
出
し
、
二
十
除
種
を
刊
行
し
た
」
と
云
ふ
＃
＃
＊
そ
れ
は
算
學
・
化
學
・
汽
機
・
火

薬
・
砲
法
等
ｏ
編
を
主
と
し
、
行
船
・
防
海
・
練
軍
・
株
煤
・
開
礦
等
の
類
に
及
ん
。
で
ゐ
る
。
ま
た
同
じ
く
同
治
四
年
（
一
八
六
五
）
南

京
機
器
局
が
南
京
に
設
け
ら
れ
。
同
六
年
ご
八
六
七
）
上
海
の
機
器
製
造
局
に
於
て
、
輪
船
の
建
造
が
開
始
さ
れ
た
。

　

＊

　

李
粛
毅
伯
奏
議
倦
て
「
請
設
外
國
語
言
文
字
學
館
摺
」
。

　

＊
＊

　

同
書
倦
二
、
「
置
排
外
國
餓
廠
機
器
摺
」
。

　

＊
＊
＊

　

光
緒
政
要
倦
て
光
緒
元
年
十
月
「
直
隷
總
督
李
鴻
章
爾
江
總
督
沈
裸
禎
奏
上
海
機
器
局
報
餉
摺
」
。

　

上
海
及
び
南
京
に
於
け
る
こ
れ
等
の
洋
務
は
、
江
蘇
巡
撫
李
鴻
章
が
雨
江
總
督
曾
國
藩
の
支
持
を
得
て
施
行
し
た
も
の
が
多
い
。

蒔
祠
域
は
曾
國
藩
ひ
洋
務
の
講
求
を
製
器
・
學
技
・
操
兵
の
三
鮎
に
齢
し
て
ゐ
る
。
之
は
以
上
の
諸
項
に
同
治
十
年
（
一
八
七
一
）
ア
メ

リ
カ
に
留
學
生
涙
遣
の
一
項
を
加
へ
て
、
之
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
っ
て
。
ま
た
同
治
年
間
に
於
け
る
李
鴻
章
の
洋
務
の
要
綱
を
示

す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
。
蓋
し
曾
國
藩
の
洋
務
は
、
李
鴻
章
を
依
っ
て
推
行
さ
れ
た
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
等
と
並
行
し

て
、
同
治
五
年
（
一
八
六
六
）
間
浙
總
督
左
宗
巣
に
よ
っ
て
幅
州
馬
尾
に
船
政
廠
が
開
か
れ
。
同
六
年
（
一
八
六
七
）
直
隷
總
督
崇
厚
に

よ
っ
て
天
津
に
も
機
器
局
が
設
け
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。
か
く
て
北
京
の
外
務
と
並
び
、
機
器
・
船
政
及
び
學
校
の
如
き
洋
務
が
、

曾
國
藩
・
李
鴻
章
・
左
宗
巣
の
如
き
地
方
の
有
力
な
督
撫
に
よ
っ
７
漉
行
さ
れ
名
こ
と
と
な
っ
大
・
同
治
の
前
期
に
１
　
乙
、
作
務
は

６－-



南
北
共
に
そ
の
廊
芽
を
見
せ
る
θ
、
で
あ
る
。

庸
庵
文
編
巻
一
、
「
代
李
伯
相
模
陳
督
匡
忠
動
事
寅
疏
」
。

た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
黙
は
、
李
鴻
章
等
の
洋
務
が
「
禦
侮
の
資
・
自
騒
の
本
」
と
左
さ
う
と
一
広
ふ
内
的
危
白
後
性
を
も

* 
つ
の
に
封
し
て
、
北
京
の
洋
務
は
外
的
危
強
制
に
出
づ
る
所
が
透
か
に
多
い
と
と
で
あ
る
。
協
調
は
強
ひ
ら
れ
た
協
調
で
あ
っ
て
、

よ
り
の
反
る
可
能
性
を
多
分
に
も
っ
て
ゐ
る
。
同
治
六
年
(
一
八
六
七
)
同
文
館
に
算
皐
館
を
附
設
す
る
際
に
は
、
天
文
算
事
は
儒
者

の
嘗
に
知
る
べ
き
所
で
、
闘
機
巧
と
な
す
べ
き
で
は
な
く
、
西
法
を
借
り
て
中
法
を
印
詮
す
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
云
ふ
上
論
が
畿
せ
ら
れ

た
ロ
「
西
訟
を
借
り
て
中
法
を
印
設
す
る
」
と
云
ふ
の
は
、
「
西
術
の
借
根
(
代
敷
皐
)
は
賓
に
中
術
の
天
元
に
基
く
も
の
で
、
西
人
の
内

に
も
目
し
て
束
来
の
法
と
す
る
も
の
が
あ
る
」
、
と
算
単
一
舎
の
設
置
を
合
理
付
け
よ
う
と
し
た
恭
親
王
の
上
疏
と
*
同
一
の
思
想
で
あ

る
。
然
る
に
と
θ
と
き
、
科
奉
正
詮
の
士
は
積
書
墜
道
を
本
分
と
す
る
も
の
で
天
文
算
製
の
如
き
機
巧
を
習
は
し
む
べ
き
で
な
い
と

- 7ー

云
ふ
御
史
張
盛
藻
の
上
奏
、
立
園
の
道
は
鱒
義
を
ぬ
問
ぴ
権
謀
を
倫
ば
守
、
根
!
本
の
闘
は
人
心
に
あ
っ
て
技
警
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
云

ふ
大
接
士
倭
仁
の
上
奏
、
及
び
同
文
館
奏
設
の
各
部
大
臣
を
弾
劾
す
る
小
官
楊
廷
照
の
代
奏
が
現
は
れ
て
ゐ
る
*
*
同
治
十
一
年
(
一

，
‘
八
七
二
)
に
は
一
輪
舶
の
製
迭
は
臓
障
費
甚
だ
重
く
、
暫
く
停
止
す
べ
き
で
あ
る
と
一
五
ふ
大
接
士
宋
晋
の
上
奏
に
封
し
て
、
李
鴻
意
の
緋

駁
が
た
さ
れ
た
と
と
も
あ
っ
た
本
*
*

皇
朝
経
世
文
三
編
巻
一
.
「
奏
請
開
設
問
文
館
疏
」
。

*
*
矢
野
博
士
「
近
代
支
那
、
史
」
五
一
七

l
八
買

*
*
一
*
李
篇
毅
伯
奏
議
巻
回
、
同
治
十
一
年
五
月
十
五
日
・
「
欝
議
製
誼
輸
舵
未
可
裁
撤
摺
」
c

* 
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-
次
い
で
向
治
十
三
年
(
一
八
七
回
)
李
鴻
章
は
、
考
試
製
令
に
や
や
料
費
過
を
加
へ
て
、

た
め
に
海
防
の
要
あ
る
各
省
に
洋
製
局
を
設
け
て
、

格
致
・
測
算
・
奥
闘
・
火
輪
・
機
器
・

別
に
洋
務
進
取
の
一
格
を
開
く
と
と
、

そ
の

時
務
に
通
院
す
る
高
官
を
主
任
と
し
、
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兵
法
・
砲
法
・
化
學
・
電
気
學
の
諸
部
門
に
分
っ
べ
き
こ
と
を
覆
奏
し
て
＊
殆
ど
何
等
０
反
響
を
も
起
し
て
ゐ
な
い
。
之
は
科
畢
に

や
や
便
通
を
加
へ
よ
う
と
す
る
も
の
で
。
そ
の
根
本
を
便
へ
よ
う
を
す
る
の
で
は
勿
論
な
か
っ
た
。
「
小
楷
試
帖
が
甚
だ
虚
飾
を
睨

み
、
甚
だ
人
材
作
養
の
道
で
な
い
」
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
’
而
も
「
科
目
は
に
は
か
に
便
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
時
文
は
に
は

か
に
嵌
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
ま
で
の
八
股
取
±
０
法
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
別
に
洋
務
の
一
格
を
開

か
ヶ
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
稔
健
な
取
士
便
通
の
建
議
さ
へ
。
李
鴻
章
の
重
望
を
以
て
し
て
も
。
要
路
は
勿
論
、

官
場
の
注
目
を
惹
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
中
１
　
０
政
治
と
文
化
０
本
質
に
建
る
科
畢
に
、
洋
務
０
一
格
を
附
加
す
る
が
如
き
は
、

膏
時
の
北
京
に
於
て
恐
ら
く
は
度
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
う
。
と
思
は
れ
る
。
光
緒
政
要
に
よ
れ
ば
、
「
北
方
風
気
の
先
を
開
き
、
中

國
兵
船
０
本
を
立
」
て
た
の
は
、
光
緒
七
年
（
一
八
八
一
）
天
津
水
師
學
堂
の
落
成
に
始
る
左
云
ふ
ま
同
治
年
間
及
び
光
緒
の
初
の
北

京
の
官
場
は
同
流
初
年
の
状
態
を
一
歩
も
出
で
す
。
寧
ろ
後
退
。
の
気
配
を
す
ら
感
ぜ
ら
れ
る
。
、
北
京
に
於
て
洋
務
は
行
は
れ
た
に
し

て
も
、
洋
務
論
ま
た
は
洋
務
運
動
と
云
ふ
が
如
き
も
０
の
現
は
れ
る
可
能
性
は
。
常
時
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
洋
務
術
ま
た
は

洋
務
運
動
は
、
上
海
に
端
を
登
す
る
李
鴻
章
中
心
の
洋
務
涙
の
人
々
。
及
び
植
民
地
香
港
に
起
る
べ
き
性
質
の
も
０
で
あ
っ
た
。

　

＊

　

李
文
忠
公
奏
請
悠
二
四
、
同
治
十
三
年
十
一
月
初
二
日
「
循
議
海
防
摺
。
附
議
各
口
海
軍
」
。

　

＊
＊
’
悠
七
。
光
緒
七
年
七
月
「
天
津
設
立
水
師
學
堂
落
成
≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　

同
治
年
間
に
於
け
る
李
鴻
章
の
洋
務
に
重
要
な
示
唆
を
輿
へ
た
も
の
｀
は
。
馮
桂
馨
で
あ
ら
う
と
思
ば
れ
る
。
馮
桂
芥
は
江
蘇
奥
暉

０
處
士
で
、
太
干
天
國
の
貳
０
時
に
。
上
海
０
紳
董
か
ら
汽
船
を
曾
國
藩
０
安
慶
０
本
管
に
追
っ
て
。
援
兵
を
請
ふ
た
と
き
、
そ
の

乞
援
の
書
を
書
ｓ
.
た
の
で
、
大
い
に
國
藩
に
推
柄
さ
れ
た
と
云
は
れ
る
。
同
治
元
年
（
一
八
六
二
）
李
鴻
章
が
江
蘇
に
進
駐
し
た
の
は

一
面
で
は
こ
０
乞
援
の
放
果
で
あ
ら
う
。
恰
も
こ
０
前
年
（
一
八
六
一
）
馮
桂
券
の
改
革
論
が
校
弱
廬
抗
議
と
云
ぶ
一
書
に
ま
と
め
ら

-８-
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れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
要
約
す
る
な
ら
ば
。
復
古
に
内
政
改
革
の
原
理
を
求
め
る
と
共
に
、
四
學
に
富
強
の
術
を
認
め
よ
う
と
す
芯
も

０
で
あ
っ
た
。
復
古
と
四
學
は
、
後
の
使
法
論
に
於
け
る
主
要
題
目
で
あ
る
。
た
だ
鍵
法
論
で
は
、
復
古
則
四
學
と
云
ふ
。
。
雨
者
が

不
可
分
離
の
関
係
を
探
っ
て
く
る
の
に
對
し
、
馮
桂
莽
で
は
、
両
者
が
互
に
並
立
す
る
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
復
古
が
「
三
代
聖
人

の
法
に
畔
か
な
い
こ
と
を
以
て
宗
旨
を
す
る
」
の
『
對
し
て
ド
西
學
ｏ
採
用
は
「
後
王
に
法
る
」
こ
と
に
、
そ
の
根
捕
を
置
く
の

　
　
　

を

で
あ
る
。
そ
じ
て
後
王
に
法
る
と
は
。
「
今
日
に
於
て
は
ま
た
諸
國
に
緊
み
る
と
云
ふ
と
と
に
外
な
ら
な
小
」
つ
た
…

　

』

　

内
藤
博
士
「
清
朝
衰
亡
諭
」
六
六
頁
。
‘

－
＊
本

　

校
屏
廬
抗
議
自
序
。

　

＊
＊
＊

　

同
書
倦
下
、
「
采
西
學
蹟
」
。

　

こ
こ
に
「
反
求
」
と
「
夷
に
待
つ
あ
る
も
の
」
と
云
ふ
二
方
式
が
考
案
ざ
れ
て
く
る
。
馮
桂
外
に
よ
れ
ば
、
中
國
が
「
夷
に
待
つ

あ
る
も
の
は
・
狽
り
船
堅
破
利
の
一
事
が
み
」
で
あ
る
・
中
國
は
外
國
に
及
ば
な
い
鮎
の
所
在
を
知
っ
て
。
自
彊
を
圖
ら
な
け
れ
ば
゛

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

　

－

な
ら
な
い
・
人
に
棄
材
な
く
、
地
に
遺
利
な
く
、
君
民
が
隔
絶
せ
す
、
名
賓
が
必
中
符
合
す
る
、
と
云
ふ
こ
の
四
者
は
、
西
洋
に
及

ば
な
い
。
然
し
な
が
ら
そ
の
解
決
の
道
は
「
反
求
に
あ
り
、
た
だ
皇
上
が
紀
綱
を
振
刷
し
さ
へ
す
れ
ば
。
容
易
に
轄
移
す
る
こ
と
が

出
来
る
」
、
と
考
へ
ら
れ
た
。
道
は
反
っ
て
之
を
已
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
解
決
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
四
者
は
、
外

國
に
待
つ
な
老
も
ｏ
で
あ
っ
た
。
軍
旅
の
こ
と
に
至
っ
て
は
、
船
堅
破
利
並
に
有
進
無
退
は
外
國
に
及
ば
な
い
け
れ
ど
も
。
人
材
の

健
歌
は
必
ず
し
も
外
國
に
及
ば
な
い
詳
で
な
い
。
且
つ
中
國
の
兵
に
も
有
進
無
退
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
外
國
に
待
つ
秦
る
も
の

は
。
「
狽
り
船
臥
破
利
の
一
事
」
に
鯨
す
る
の
で
あ
っ
て
ご

　

＊

　

同
書
倦
下
、
「
製
洋
器
朧
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

そ
れ
で
は
如
何
に
１
　
て
西
學
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
手
段
と
し
て
馮
桂
芥
０
學
げ
る
も
の
が
。
翻
課
公
所
と
船
破
局

-９-
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の
設
立
で
あ
っ
た
。
廣
東
・
上
海
に
翻
詳
公
所
を
設
け
。
近
お
の
十
五
歳
以
下
の
文
童
を
選
ん
で
、
諸
國
の
語
言
文
字
と
共
に
経
史

4
3

　

等
の
學
を
課
し
ヽ
兼
ね
て
算
學
を
習
は
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
″
算
學
を
習
は
し
め
る
の
は
、
「
一
切
の
西
學
は
皆
算
學
よ
り
出

　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

で
」
、
「
西
學
を
課
ら
う
と
す
れ
ば
。
自
ら
算
を
學
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。
・
と
云
ふ
見
識
に
由
来
し
て
ゐ
る
。
意
圖
す
る
所
は
、
諸
國
Ｏ

　
　
　

語
言
文
字
と
算
學
の
學
習
を
ば
。
所
謂
西
學
開
係
０
書
物
を
翻
詳
す
る
階
梯
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。
西
學
の
基
礎
に
算
學

　
　
　

を
置
く
馮
佳
茅
の
考
へ
方
は
、
以
後
日
清
戦
争
０
頃
に
至
る
ま
で
。
西
學
に
志
す
も
の
の
一
般
的
な
通
念
と
な
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
船

　
　
　

破
局
は
。
通
商
の
各
港
に
船
破
局
の
一
科
を
設
け
て
、
優
秀
な
も
の
に
隼
人
・
進
士
を
賞
給
し
、
か
く
て
聡
明
智
巧
の
士
の
牛
を
分

　
　
　

っ
て
、
製
器
何
象
の
途
に
従
事
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
；
翻
詳
公
所
と
船
破
局
は
、
「
船
堅
破
利
」
の
た
め
の
前
提
と

　
　
　

し
て
。
先
づ
洋
書
の
翻
詳
と
人
才
の
育
成
に
注
目
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

＊

　

同
書
巻
下
、
「
采
西
學
議
」
。

　
　
　
　

＊
＊

　

同
書
倦
下
、
「
製
洋
器
議
」
。

　
　
　
　

馮
佳
葬
は
後
に
李
鴻
章
の
帷
幕
の
一
人
と
な
っ
て
ゐ
る
。
李
鴻
章
の
洋
務
に
開
す
る
上
奏
ま
た
は
施
行
に
、
馮
桂
葬
の
見
解
が
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“

　
　
　

映
す
る
の
『
常
然
の
こ
と
と
思
は
れ
る
。
例
へ
ば
、
同
治
二
年
（
一
八
六
三
）
李
鴻
章
の
「
請
設
外
國
語
言
文
字
學
館
摺
」
は
。
馮

　
　
　

桂
葵
の
　
１
上
海
設
立
同
文
館
議
」
（
校
那
廬
抗
議
巻
下
）
’
に
殆
ど
そ
の
ま
ま
捷
っ
て
を
り
、
恐
ら
く
は
後
者
が
前
者
０
草
案
で
あ
る
。
そ

　
　
　

れ
は
ま
た
翻
詳
公
所
０
構
想
の
惧
酸
化
さ
れ
た
も
の
と
云
っ
て
差
支
へ
な
い
。
李
鴻
章
が
リ
ョ
ン
・
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
招
聘
し
て
。
所

　
　
　

謂
製
造
局
の
詳
書
を
刊
行
せ
し
め
た
の
も
、
馮
佳
券
０
所
論
に
示
唆
を
受
け
る
所
が
あ
っ
た
か
ら
と
も
想
像
出
来
る
。
ま
た
別
に
洋

　
　
　

務
進
取
の
一
格
を
開
く
た
め
に
、
海
防
の
要
あ
る
各
省
に
洋
學
局
を
設
け
よ
。
と
云
ふ
同
流
十
三
年
（
一
八
七
涸
）
李
鴻
章
の
覆
奏
は

　
　
　

そ
の
由
来
す
る
所
。
馮
桂
葬
の
船
破
局
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。
洋
學
局
と
船
破
局
は
、
。
名
を
異
に
し
て
賓
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

　
　
　

る
。

－10－
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馮
桂
外
の
改
革
論
は
、
。
脱
に
建
べ
た
如
く
、
復
古
と
西
學
の
雨
面
を
も
っ
て
ゐ
る
。
内
政
０
改
革
は
復
古
に
依
り
。
。
海
防
の
充
賢

は
西
學
に
侯
っ
と
云
ふ
の
が
。
そ
の
骨
子
で
あ
’
つ
た
。
そ
れ
は
「
中
國
０
倫
常
名
駈
を
以
て
原
本
と
し
、
輔
す
る
に
諸
國
富
強
０
術

を
以
て
し
よ
う
と
す
る
」
も
の
i
i
外
な
ら
な
い
。
た
だ
復
古
は
漣
く
三
代
の
古
に
そ
の
理
想
を
求
め
る
の
で
あ
っ
て
、
結
局
に
於
て

清
朝
傅
統
の
成
独
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
’
そ
こ
に
馮
桂
芥
の
復
古
説
が
洋
務
派
０
人
々
に
敬
遠
さ
れ
、
却
・
つ
て
幌
法
論
０
時
期

に
新
な
る
價
値
を
見
直
さ
畑
る
所
以
が
お
る
・
然
る
に
そ
の
酉
學
誕
は
・
李
鴻
章
を
侯
っ
７
上
奏
ま
た
は
施
行
に
移
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
し
そ
の
洋
務
誠
に
對
す
る
影
響
吠
軽
’
゛
に
之
を
看
過
す
ご
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

＊

　

同
書
巻
下
、
「
采
西
學
議
」
。

　

李
鴻
章
を
中
心
と
す
る
洋
務
誠
の
人
ま

は
れ
る
・
そ
の
代
表
的
な
作
の
一
が
「
１
　
。
詔
陳
言
疏
」
で
あ
る
’
之
は
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
’
）
‐
新
帝
４
求
言
の
詔
に
庶
七
だ
肝
祗
成

の
上
繊
で
あ
っ
て
、
治
平
六
策
及
び
海
防
密
議
十
條
の
二
大
項
目
に
分
れ
て
ゐ
る
。
前
者
は
「
養
賢
才
」
、
・
「
憲
吏
治
」
・
「
帆
民
屋
」
・

「
箸
漕
罵
」
・
・
「
練
軍
賓
」
・
「
裕
財
用
」
の
六
策
か
ら
成
り
、
後
者
は
「
揮
交
宜
審
也
」
・
「
儲
才
宜
像
也
」
・
「
製
器
宜
精
也
」
・
「
造
船
宜

講
也
」
・
「
商
情
宜
慎
也
」
・
「
茶
政
宜
理
也
」
・
［
開
礦
宜
箸
也
］
・
「
水
師
宜
練
也
」
・
「
鍼
甲
船
宜
購
也
」
・
「
條
約
諸
書
宜
頒
登
州
辰
也
」

ｏ
十
條
で
あ
る
。
前
者
は
要
す
る
に
「
用
人
行
政
の
諸
事
宜
」
を
脆
い
た
も
ｏ
で
。
そ
れ
に
は
「
成
憲
を
渥
循
す
る
以
外
に
な
い
け

れ
ど
■
7
f
>
」
。
必
ず
修
明
の
術
・
柚
救
の
法
・
幌
通
の
道
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
云
ふ
見
地
に
立
っ
で
ゐ
る
。
「
用
人
行
政
ｏ
諸
事
宜
」

は
、
肝
禰
咸
に
よ
れ
ば
、
ま
だ
「
自
治
の
法
」
で
あ
る
。
「
外
侮
を
禦
が
う
と
す
る
に
は
、
先
づ
自
彊
を
圖
り
。
自
強
を
圖
ら
う
と

す
る
に
は
、
先
づ
自
治
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
治
乎
六
策
は
「
中
國
自
治
の
法
に
於
て
そ
ｏ
要
領
を
略
陳
し
た
も
の
」
で
あ
り
、

之
に
對
し
７
、
働
防
密
議
吟
條
は
「
自
彊
の
道
に
於
「
や
や
餐
｀
す
廬
ぷ
り
た
・
い
」
。
と
云
ふ
噛
負
に
出
７
ゐ
る
。
「
自
治
」
と
・

「
自
強
」
を
置
別
し
て
、
互
に
先
後
の
関
係
に
置
く
の
で
あ
る
。

-Ｕ-
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＊

　

庸
庵
文
編
倦
一
。

　

こ
の
「
自
治
」
と
「
自
炉
」
を
区
別
し
て
、
互
に
先
後
の
開
係
に
置
か
う
と
す
る
藤
幅
放
０
見
解
は
、
恐
ら
く
は
「
反
求
」
と
「
夷

に
待
つ
あ
・
る
も
０
」
と
を
匝
別
す
る
馮
桂
芥
の
方
式
に
。
由
来
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
異
る
所
は
。
馮
桂
芥
が
復
古
に
反
求
の
道

を
求
め
る
の
に
對
し
て
。
葬
噺
成
は
あ
く
ま
で
「
成
憲
」
の
枠
内
に
於
て
、
便
通
の
道
を
見
出
さ
う
と
す
る
鮎
で
あ
る
。
従
っ
て
治

平
六
策
に
は
。
馮
桂
雰
の
校
俳
廬
抗
議
に
負
ふ
所
も
あ
る
け
ど
も
、
結
局
に
於
て
、
成
法
の
線
に
沿
ふ
従
来
の
除
弊
論
の
範
園
を
出

て
ゐ
な
い
。
殊
に
同
流
元
年
（
一
八
六
二
）
蒋
綺
齢
０
　
１
座
詔
上
中
興
十
二
策
疏
】
。
ｐ
系
統
を
引
く
も
の
０
や
う
で
あ
る
。
陣
扇
成
に

於
て
重
覗
さ
る
ぺ
き
ｔ
）
の
は
、
治
乎
六
策
で
は
た
く
て
。
海
防
密
議
十
條
で
あ
ら
う
。
海
防
密
議
十
條
は
洋
務
密
議
十
條
と
言
葉
を

代
へ
て
、
少
し
も
差
支
へ
な
い
。
右
れ
は
水
師
・
艦
船
・
機
器
の
み
な
ら
す
、
外
交
・
商
情
・
茶
政
・
開
礦
及
び
洋
務
に
習
熟
す
る

人
材
β
育
琥
の
諸
項
を
包
含
し
て
を
り
、
そ
し
て
そ
れ
等
を
總
轄
す
る
に
海
防
密
議
を
以
七
し
で
ゐ
る
。
そ
こ
に
洋
務
の
根
幹
を
な

す
も
の
が
海
防
で
あ
る
と
云
ふ
、
営
時
の
洋
務
涙
の
見
解
の
。
が
的
な
表
明
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
咤
・

　

＊

　

皇
朝
道
戌
同
光
奏
跳
倦
一
。
十
二
策
と
は
「
端
政
本
」
・
「
除
粉
飾
」
・
「
任
賢
能
」
・
「
開
言
路
」
・
「
邱
民
隠
」
・
「
整
吏
冶
」
・
「
翁
軍
資
」
・
「
詰
戎

　
　

行
」
・
「
惧
名
器
」
・
「
邱
旗
僕
」
・
「
挽
順
風
」
・
「
崇
正
學
」
の
諸
項
で
為
る
。
「
校
卿
廬
抗
議
」
に
負
ふ
と
云
ふ
の
は
、
「
養
賢
才
ト
の
條
に
於
て
京

　
　

秩
ｔ
重
ん
じ
、
幕
職
を
設
け
よ
と
論
じ
、
「
粛
吏
治
」
の
條
に
於
て
、
梢
例
を
停
め
養
廉
を
加
へ
よ
と
云
ふ
が
如
き
で
あ
っ
て
、
幕
職
の
一
項
に
於

　
　

て
殊
に
然
り
と
す
る
。
然
し
な
が
ら
馮
桂
芥
に
於
て
よ
>
＝
｡
≪
｡
要
な
も
の
は
、
郷
卿
・
宗
法
・
職
田
の
復
活
・
儒
官
の
尊
重
・
科
挙
の
改
革
・
取
士

　
　

の
廣
開
の
如
き
事
項
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
は
何
れ
も
看
過
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

馮
桂
芥
に
於
け
る
西
學
の
眼
目
は
。
「
船
堅
破
利
」
の
前
提
と
な
る
べ
き
翻
詳
公
所
と
船
徽
局
の
設
立
。
即
ち
洋
書
０
翻
詳
と
洋

務
に
開
す
る
人
材
の
育
攻
で
あ
っ
た
。
然
る
に
藍
嗣
琥
に
於
て
は
。
〔
船
堅
磁
利
〕
そ
の
も
の
。
及
び
そ
れ
を
支
へ
る
裕
財
の
法
が
、

併
せ
て
洋
務
の
對
象
と
な
つ
て
ゐ
る
。
製
器
造
船
は
更
に
軍
艦
の
購
入
を
も
含
む
と
共
に
。
海
防
９
た
め
の
財
源
を
ば
。
新
に
洋
務

ご
環
と
し
ｗ
採
り
上
げ
る
の
で
あ
る
Ｉ
ご
匹
び
換
へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
強
兵
と
富
軋
副
観
鮎
に
立
つ
汽
海
防
の
充
賓
を
圖
ら
う

12-
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と
す
る
’
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
た
ｆ
注
意
さ
れ
る
鮎
は
。
富
國
が
強
兵
と
並
ぴ
立
つ
ｏ
で
は
な
く
し
て
。
あ
べ
ま
で
強
兵
に
對
し
て

従
腸
ｏ
開
係
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
富
國
の
策
と
し
て
畢
げ
ら
れ
る
も
ｏ
は
。
茶
政
・
開
礦
及
び
邱
商
で
あ
。
る
。
樹
茶
・
開
礦
は
馮

桂
芥
が
裕
國
の
補
助
的
な
手
段
と
し
て
、
。
「
反
求
」
の
内
に
加
へ
た
も
ｏ
で
あ
る
が
、
鼎
頴
琥
は
茶
政
・
開
礦
を
ば
「
。
自
強
」
の
二

項
目
に
散
へ
て
ゐ
る
。
國
を
裕
か
に
す
る
に
は
農
桑
の
常
設
犀
則
り
、
樹
茶
・
開
礦
を
補
助
と
す
る
以
外
に
た
い
と
云
ふ
の
が
、
馮

桂
芥
の
見
解
で
あ
っ
た
。
肺
頴
成
は
絲
毫
並
び
中
國
出
口
の
大
宗
を
た
す
茶
の
稔
額
を
加
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
「
製
器
造
船
の

費
・
練
兵
箸
餉
の
源
を
得
よ
う
」
と
し
、
「
ま
た
外
國
開
柁
の
器
を
用
ひ
て
、
中
國
永
遠
の
利
を
興
す
」
こ
と
、
即
ち
開
礦
を
ぱ
「
面
餉

の
一
助
し
た
ら
し
め
よ
う
と
し
て
ゐ
る
・
同
様
の
こ
と
は
邱
商
に
つ
い
て
も
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
華
肩
を
調
護
し
て
、
官
吏
の
需

索
と
闘
津
の
稽
留
を
禁
じ
、
貿
易
を
盛
な
ら
し
め
「
然
る
後
に
そ
の
常
税
を
権
す
る
こ
と
が
設
が
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
専

ら
兵
船
を
養
ふ
」
た
め
で
あ
っ
た
。
樹
茶
・
開
礦
を
裕
國
の
補
助
的
な
手
段
と
す
る
馮
桂
莽
の
域
を
越
え
て
、
茶
政
・
開
礦
・
邱
商

が
何
れ
も
海
防
の
直
接
的
な
財
源
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
’
る
。
嘩
兵
の
た
め
の
富
國
と
云
ふ
考
へ
方
が
。
海
防
密
議
に
於
て
瀞
の
て
鮮
明

に
現
は
れ
る
の
で
あ
・
る
。

　

＊

　

校
那
廬
抗
議
奏
上
ス
辞
國
用
議
」
。

　

李
鴻
章
を
中
心
と
す
る
洋
務
派
の
見
解
を
代
表
す
る
も
の
が
。
馮
桂
莽
と
蒔
頴
域
、
殊
に
鼎
幅
域
で
４
る
と
す
る
な
ら
ば
、
香
港

に
於
け
る
知
識
人
の
意
向
を
表
明
す
る
も
の
は
、
王
笛
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
・
王
朝
は
同
治
元
年
（
一
八
六
二
）
太
平
軍
に
内
通
の

嫌
疑
を
受
け
て
、
上
海
か
ら
香
港
に
逃
れ
、
同
六
年
（
一
八
六
七
）
ジ
ェ
ー
ム
ス
ー
レ
ッ
ダ
（
Ｊ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ
　
Ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｅ
理
雅
谷
）
の
漢
籍
の
英

詳
を
助
け
る
た
め
に
、
招
か
れ
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
。
友
い
で
同
九
年
（
一
八
七
〇
）
香
港
に
鮮
へ
り
、
同
十
三
Ｊ
（
一
八
七
四
）
以

後
香
港
に
循
環
日
報
を
登
行
し
て
ゐ
る
。
中
國
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
先
駆
者
と
云
は
れ
る
人
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
は
。
光
緒
元
年

（
一
八
七
五
）
を
前
後
す
る
三
涸
年
間
の
作
と
推
定
さ
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
。
そ
の
要
旨
を
述
べ
て
を
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
。

-13-
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李
鴻
章
を
中
心
と
す
る
洋
務
蔵
と
の
見
解
の
異
同
が
、
自
ら
明
か
と
た
る
で
あ
ら
う
。

　

光
絵
元
年
前
後
の
諸
篇
に
於
て
、
王
翰
の
所
論
に
は
時
に
可
成
り
０
差
異
を
感
ぜ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
。
所
謂
「
便
」
の
強
調
は
前

後
一
貫
し
て
ゐ
る
。
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
。
「
四
千
年
来
未
有
の
創
局
に
際
會
し
て
ゐ
る
現
在
、
一
便
し
て
自
彊
を
圖
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
云
ふ
信
念
で
あ
る
。
「
一
便
以
外
に
道
は
な
く
」
。
「
善
漿
が
天
の
心
」
で
あ
っ
た
’
勿
論
王
拍
０
所
謂
「
一
便
白
道
は
、

西
洋
の
能
く
す
る
所
を
師
と
し
、
そ
ｏ
侍
む
所
を
奪
｛
｝
こ
と
で
あ
る
。
馮
桂
券
は
西
學
の
常
面
の
目
標
を
「
船
堅
碓
利
」
の
前
提

と
な
る
べ
き
も
の
、
洋
書
の
刑
詳
と
人
材
の
育
成
に
置
き
、
頭
領
成
は
「
製
器
造
船
」
と
共
に
袷
財
の
法
に
留
意
し
て
、
洋
務
を
内

容
的
に
攬
大
せ
し
め
た
、
そ
し
て
何
れ
も
「
反
求
」
ク
「
夷
に
待
つ
あ
る
も
ｏ
」
、
「
自
治
」
と
「
自
強
」
を
匝
別
し
て
ゐ
る
。
王
帽

に
於
て
も
、
武
備
の
講
求
・
海
防
０
整
頓
・
守
禦
の
惧
固
・
普
制
０
改
易
・
丘
ハ
士
の
習
練
・
器
械
の
精
製
が
「
賓
に
営
務
の
急
」
で

あ
り
、
「
文
武
の
副
科
は
便
通
し
て
、
悉
く
葛
制
を
改
む
べ
き
で
」
あ
っ
た
。
「
そ
０
次
は
財
用
を
裕
か
に
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
。

　
　
　
　

り

　

Ｉ
・

礦
を
開
い
て
銀
を
鋳
し
、
機
器
を
肯
ん
で
紡
織
を
行
ひ
、
通
商
貿
易
に
は
輪
舶
を
用
ひ
。
且
つ
火
輪
釧
路
・
電
気
通
標
も
ま
た
自
主

的
に
之
を
行
ふ
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
意
圖
す
る
所
は
、
中
國
を
ば
「
萬
國
公
法
の
中
に
伍
し
得
る
」
國
家
た
ら
し
め
る
こ
と
で

あ
・
り
、
七
Ｉ

　

＊

　

皇
朝
蓄
文
文
編
春
一
、
王
餉
「
答
張
弱
前
」
。

　

＊
＊

　

同
書
同
倦
、
一
同
「
愛
法
自
強
」
上
。

　

然
し
な
が
ら
王
粕
に
よ
っ
て
列
學
さ
れ
る
強
兵
０
策
及
び
富
國
０
法
は
、
葬
謳
成
０
範
囲
を
や
や
摘
大
せ
し
め
た
も
０
で
あ
っ
て
、

特
別
に
相
違
あ
る
も
の
で
は
な
七
問
題
は
更
に
一
轄
し
て
、
「
便
法
自
弧
が
何
よ
り
’
も
肝
要
で
あ
り
≒
「
今
日
常
に
便
す
べ
き
馮
ｏ
」

を
ば
、
取
士
・
練
兵
・
學
校
・
律
例
の
四
填
目
に
求
め
て
ゐ
を
こ
と
・
で
あ
る
。
取
士
に
於
て
は
。
時
文
を
衰
し
て
、
郷
挙
里
選
と
考

試
制
度
の
並
川
を
唱
へ
。
考
試
ぷ
跨
目
は
経
學
・
史
學
・
掌
故
の
學
・
詞
章
が
學
、
及
び
輿
圖
・
格
致
・
天
筒
・
律
例
～
時
事
解
瞬
・

-
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直
言
極
諌
の
十
科
に
茲
分
ぎ
れ
て
ゐ
る
。
武
科
も
ま
た
弓
刀
石
を
慶
し
て
。
槍
砲
を
試
す
べ
き
こ
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
李
鴻
章
Ｏ

上
奏
に
於
て
は
、
八
股
取
士
の
法
を
そ
ぶ
ま
沓
に
し
て
・
別
に
洋
務
の
一
格
を
之
に
加
べ
よ
う
と
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
。
王
輸

壮
八
股
取
±
０
法
即
ち
時
文
を
炭
し
て
、
新
な
る
考
試
０
課
目
を
設
μ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
毛
れ
は
洋
務
の
附
加
で
は
な
く
し
て
、

考
試
の
改
受
で
あ
る
。
床
に
練
兵
は
睦
贅
・
水
師
共
に
。
「
一
に
西
法
を
以
て
指
針
と
す
」
べ
き
を
云
ひ
。
學
校
は
文
學
・
蕎
學
に

別
た
れ
て
ゐ
る
。
文
學
は
経
史
・
掌
故
・
詞
章
の
學
で
あ
り
、
郵
學
は
輿
圖
・
格
致
・
天
算
及
び
律
例
で
あ
る
。
’
一
は
中
學
で
あ
り
、

他
は
西
學
で
あ
る
。
律
例
は
「
服
官
出
使
の
必
需
」
と
云
ふ
見
地
か
ら
、
憂
法
０
一
項
月
と
し
て
加
ぺ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
光
緒
元
年

の
’
頃
か
ら
。
欧
米
ｐ
主
要
國
に
公
使
の
涙
遣
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
常
時
の
状
勢
を
反
映
し
た
も
０
で
あ
ら
う
。

　

＊
』
四
書
同
巷
、
「
愛
法
自
張
」
中
。

　

要
す
る
に
王
柏
の
ａ
指
す
所
は
二
使
」
で
あ
る
。
「
や
や
攻
法
を
便
通
す
る
も
の
は
あ
る
に
し
エ
浅

　

小
愛
に
七
７
大
使
で
は

尨
く
、
貌
使
じ
て
真
受
で
は
な
い
」
。
「
因
循
萄
且
」
は
殊
に
そ
ｏ
嫌
忌
す
る
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
に
於
て
。
洋
務
論
と
云
ふ
よ

り
は
。
鍵
法
諭
的
な
き
彩
を
多
分
に
も
っ
て
ゐ
る
。
後
ｏ
使
法
論
に
對
じ
て
重
要
な
影
響
を
輿
へ
る
所
以
で
あ
ら
５
　
・
｀
た
だ
王
粕
戸

　
　
　
　
　

”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

「
便
法
」
は
。
中
國
０
治
饅
の
根
本
に
ま
で
及
ぶ
も
０
で
あ
る
か
否
か
。
。
そ
の
鮎
に
つ
い
て
王
粕
は
、
「
所
謂
使
は
そ
の
外
を
便
じ

て
。
そ
０
内
を
使
す
る
０
で
は
な
く
、
そ
０
営
に
便
字
べ
ぎ
所
０
も
０
を
使
じ
て
。
そ
０
愛
寸
べ
か
ら
ざ
る
も
０
を
使
ず
る
の
で
は

な
い
」
ま
ま
た
は
「
治
國
０
道
は
固
よ
り
往
昔
に
異
る
を
許
さ
な
い
も
０
で
あ
る
」
≪
＊
＊
と
述
べ
て
ゐ
る
。
然
る
に
他
面
で
は
。
「
西

法
は
治
の
具
で
あ
っ
て
、
治
を
な
す
所
以
の
も
０
で
は
な
い
。
徒
ら
に
西
人
の
舟
堅
畑
利
‘
・
器
巧
算
精
を
侍
ん
で
0
1
そ
の
上
下
一
心
・

敲
肯
簡
便
０
處
を
師
と
し
な
い
な
ら
ば
。
ま
だ
共
に
径
る
に
足
り
な
い
」
ｒ
と
脆
く
０
で
あ
る
Ｉ
＊
＊
馮
桂
芥
に
於
て
桟
君
民
０
不

隔
絶
・
、
名
賓
０
必
符
合
は
。
そ
０
解
決
０
道
を
「
反
求
」
に
錨
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
王
翰
に
よ
れ
ば
、
西
洋
０
技
蕗
の
み
な
ら
す
。
そ

の
精
紳
を
學
ぶ
べ
き
で
あ
っ
た
。
「
西
人
は
や
や
も
す
れ
ば
、
儒
者
が
孔
子
０
道
を
墨
守
し
て
便
じ
な
い
・
こ
と
を
設
る
け
れ
ど
も
、

-
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孔
子
に
し
て
今
日
に
處
ら
し
め
る
な
ら
ば
、
ま
た
一
髪
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
は
、
伺
じ
く
王
輸
０
言
葉
で
あ
る
＊
＊
＊
＊
＊
孔
子
と
一
髪

と
０
開
係
は
、
後
の
髪
法
論
者
が
よ
く
ロ
に
す
る
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
先
緒
を
恐
ら
く
は
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

＊

　

同
書
同
倦
、
「
答
強
弱
論
」
。

　

＊
＊

　

同
右
。

　

＊
＊
＊

　

同
書
同
倦
、
「
便
法
自
吸
」
上
。

　

＊
＊
＊
＊

　

同
書
同
泰
二
－
便
法
自
強
」
下
。

　

＊
＊
＊
＊
＊

　

同
書
同
倦
、
王
翰
「
楚
法
」
上
。

　

洋
務
論
０
　
限
目
は
、
技
藤
に
あ
っ
て
ご
精
紳
と
制
度
に
あ
る
０
で
は
な
χ
技
語
は
西
洋
０
も
０
で
あ
り
、
精
紳
と
制
度
は
中
國

の
も
０
で
あ
る
。
雨
者
は
互
に
範
喘
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
便
法
論
に
於
て
は
、
技
蓼
と
制
度
が
表
裏
０
開
係
に
立
つ
の
み
な

ら
雫
、
更
に
両
者
は
孔
孟
０
敦
と
の
間
に
、
緊
密
な
相
開
々
係
を
採
っ
て
ゐ
る
。
中
國
の
古
代
は
、
直
接
に
西
洋
０
近
代
に
連
る
Ｏ

で
あ
る
。
復
古
則
西
學
で
あ
っ
て
、
そ
０
何
れ
を
訣
か
う
と
も
。
清
末
０
便
法
論
は
成
立
し
得
な
い
。
王
朝
０
「
旋
法
」
論
は
、
中

國
に
對
立
す
る
西
洋
０
技
藤
と
共
に
そ
の
精
神
に
決
目
し
て
、
巾
國
０
７
一
便
」
を
圖
ら
う
去
し
た
も
０
で
あ
る
。
翁
も
「
営
に
務

む
べ
き
の
急
」
は
強
兵
で
あ
り
、
「
常
に
便
す
べ
き
も
０
」
は
成
法
で
あ
る
。
「
治
國
０
道
は
固
よ
り
往
昔
μ
異
る
を
許
さ
な
い
も
０
」

で
あ
り
。
「
孔
子
に
し
て
今
日
に
處
ら
し
め
る
な
ち
ば
、
ま
た
一
髪
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
も
０
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
も

の
は
、
洋
務
論
と
便
法
論
０
同
時
並
存
で
あ
る
。
便
法
論
的
な
色
彩
を
多
分
に
も
ち
な
が
ら
。
な
ほ
洋
私
論
的
な
傾
向
も
同
時
に
流

れ
て
ゐ
る
所
に
、
王
朝
に
於
け
る
「
便
法
」
論
０
性
格
が
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
而
も
か
か
る
王
朝
０
「
便
法
」
論
は
、
営
時
に

於
て
、
洋
務
論
よ
り
も
返
か
に
危
瞼
睨
さ
れ
次
に
違
ひ
な
い
。
王
朝
自
身
０
言
葉
に
よ
れ
ば
、
「
之
を
大
廷
廣
衆
０
中
で
言
ふ
な
ら

ば
、
必
ず
喪
心
病
狂
で
な
け
れ
ば
。
決
し
て
か
く
ま
で
に
は
な
ら
な
い
」
、
と
考
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

-,16-
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か

　

阿
審
問
巻
、
「
便
法
」
上
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　

か
が
る
洋
務
論
及
び
洋
務
・
旋
法
論
的
な
見
解
の
提
唱
さ
れ
・
・
る
前
後
の
時
期
に
於
て
、
洋
務
そ
０
も
０
は
李
鴻
章
を
中
心
と
し
て

推
行
さ
れ
た
。
李
鴻
章
は
同
治
九
気
（
冗
七
〇
）
曾
國
藩
の
後
を
承
け
て
直
隷
總
督
と
な
り
、
以
後
二
十
七
年
の
間
そ
の
任
に
留
る
と

共
に
、
北
洋
通
商
大
臣
を
兼
ね
て
。
中
國
外
交
の
重
責
に
任
じ
た
。
そ
０
間
中
國
の
外
交
案
件
に
し
て
、
そ
０
手
を
脛
ざ
る
も
０
は

殆
ど
な
い
。
と
云
っ
て
差
支
へ
な
い
。
こ
０
列
國
ｔ
’
』
０
接
衝
が
、
李
鴻
章
を
し
て
盆
々
洋
務
０
必
要
を
痛
感
せ
し
め
た
と
思
は
れ
る
。

且
つ
李
鴻
章
が
直
隷
總
督
と
な
る
と
と
に
よ
っ
て
ｒ
や
が
て
天
津
が
上
海
と
並
び
洋
務
０
重
要
な
る
捷
鮎
と
ど
っ
て
ゐ
る
。
北
方
に

於
け
る
洋
務
は
、
北
京
で
は
な
く
し
て
、
天
津
を
中
心
と
し
て
登
展
す
る
０
で
が
る
、
試
み
に
、
同
治
０
後
期
に
於
け
る
李
鴻
章
Ｏ

洋
務
０
主
要
な
も
０
を
畢
げ
る
な
。
ら
ば
、
天
津
機
器
局
０
機
充
（
一
八
七
〇
）
、
大
油
に
洋
式
砲
豪
設
立
０
建
議
（
一
八
七
一
）
。
上
海
に

輪
船
詞
商
局
ｏ
設
立
（
一
八
七
二
）
、
及
び
曾
國
藩
と
合
同
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
留
學
生
０
涙
算
（
一
八
七
二
）
、
が
転
る
・
何
れ
も
４
　
防
、

殊
に
製
器
造
船
と
人
才
造
就
に
闘
す
る
も
０
で
あ
る
。

　

然
る
に
光
緒
０
初
期
か
ら
収
朋
０
初
め
に
か
け
て
は
、
洋
務
０
主
眼
が
海
防
に
あ
る
こ
と
に
旋
り
が
い
け
れ
ど
も
、
同
治
の
後
期

に
比
し
て
。
更
に
他
０
要
素
を
新
に
加
へ
て
ゐ
名
。
即
ち
、
ド
イ
｀
ツ
に
武
官
０
派
遣
・
輔
建
船
政
學
生
０
英
佛
分
遣
（
一
八
七
六
）
、

鍼
甲
船
０
購
入
・
南
北
洋
電
線
の
敷
設
・
天
津
水
師
學
堂
０
設
立
・
釧
路
妥
曇
事
宜
０
覆
奏
（
マ
八
八
〇
）
、
官
督
商
辨
０
貿
易
公
司

心
設
立
゛
唐
青
迩
煤
鍼
路
０
開
通
［
一
八
＜
]
ｙ
上
海
に
織
布
局
゜
開
辨
’
が
津
武
備
學
堂
の
創
立
（
一
八
八
五
)
’

　

開
平
煤
礦
の
採

抑
‘
漠
河
金
廠
ｏ
１
　
辨
（
一
八
八
七
）
及
び
北
洋
海
軍
ｏ
設
立
（
一
八
八
八
）
が
之
で
あ
る
。
洋
務
は
軍
務
０
み
な
ら
す
、
商
務
・
礦
務
・

鍼
路
及
び
電
線
を
含
み
。
内
容
的
に
著
し
Ｊ
孤
大
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
も
李
鴻
章
に
於
け
る
洋
務
は
、
恐
ら
く
は
北
洋
海
軍
の
成
立
に

そ
０
一
頂
勘
を
見
出
さ
る
べ
き
も
０
で
あ
っ
て
、
ｊ
他
」
諸
事
項
は
そ
の
補
強
的
友
手
段
と
し
て
。
之
と
関
聯
的
に
企
圖
さ
れ
た
傾
き
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が
あ
る
。
少
く
と
も
天
津
を
中
心
と
す
る
洋
務
に
は
。
か
か
る
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
の
ｍ
か
ら

4
4
6

　
　

重
脱
の
度
を
加
へ
て
べ
る
も
ｏ
が
ヽ
開
礦
に
４
鍼
路
で
あ
っ
た
・

　
　
　
　

開
礦
と
繊
路
ｏ
重
要
性
は
、
早
く
か
ら
外
人
ｏ
注
目
す
る
所
で
あ
っ
た
が
、
中
國
人
自
身
は
一
般
に
之
に
對
し
て
甚
だ
否
定
的
な

　
　
　

態
度
を
探
っ
て
ゐ
た
。
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
清
朝
の
特
派
公
使
と
４
　
　
て
冽
國
に
出
使
し
ベ
ハ
ー
リ
ン
グ
ー
ム
（
Ｂ
ｕ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
）
が

　
　
　

中
國
は
宣
教
師
が
絞
々
渡
来
し
て
。
「
あ
ら
ゆ
る
丘
に
あ
ら
ゆ
る
谷
に
。
輝
く
十
字
架
を
樹
て
る
」
０
を
待
佗
び
、
釧
道
を
敷
き
。

　
　
　

鍍
山
を
開
く
た
め
に
。
技
術
者
を
招
聘
し
よ
う
、
と
し
て
ゐ
る
、
中
國
は
既
に
進
歩
の
道
程
に
入
っ
て
ゐ
る
、
と
熱
滸
を
振
る
っ
た
こ

　
　
　

と
が
あ
っ
た
。
之
は
所
謂
中
國
０
進
歩
を
１
　
く
こ
と
に
よ
っ
て
。
「
邦
交
を
固
め
座
迫
を
去
る
」
と
云
ふ
。
そ
０
特
派
本
水
の
使
命

　
　
　

を
達
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
清
朝
政
府
並
に
バ
ー
リ
ン
グ
ー
ム
に
同
行
ｏ
中
國
使
節
は
、
決
し
て
か
か
る
見

　
　
　

解
を
持
し
て
ゐ
た
詳
で
な
い
。
開
礦
は
無
業
の
遊
民
・
礦
匪
を
促
し
て
大
飢
を
招
き
易
く
。
釧
４
　
は
濫
り
に
組
父
の
墳
笙
を
毀
ち
、

　
　
　

朝
廷
０
勢
力
を
以
て
中
華
孝
敬
の
天
性
を
減
す
る
こ
と
と
な
名
。
中
國
は
現
に
鏡
財
を
需
用
し
な
い
時
で
は
な
い
け
れ
ど
も
。
小
利

　
　
　

？

　
　
　

る
べ
き
で
あ
ら
う
。
ま
た
西
國
の
五
・
倫
は
概
ね
朋
友
の
道
を
根
蔀
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
性
が
然
る
ｏ
で
は
な
く
し
て
、
習
が
然

　
　
　

ら
し
め
る
ｏ
で
あ
っ
て
、
習
が
然
る
所
以
は
。
致
が
然
ら
し
め
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
近
く
西
人
に
し
て
中
國
ｏ
１
　
に
潜
心
す
る
者

　
　
　

が
多
く
、
久
し
く
し
て
必
挙
そ
０
誤
謬
を
畳
る
で
あ
ら
う
。
か
か
る
考
へ
方
が
こ
０
時
０
中
國
外
節
０
旅
行
記
、
満
洲
宜
量
纂
「
初

　
　
　

使
泰
西
記
」
：
に
盛
ら
れ
て
ゐ
る
見
解
で
あ
っ
た
ゝ
開
礦
ひ
こ
と
は
同
治
七
年
八
月
使
節
が
ロ
ン
ド
ン
に
ゐ
る
と
き
、
釧
路
の
こ
と

　
　
　
　

一

　
　
　

Ｉ
ｊ

　
　
　

は
同
年
十
二
月
パ
リ
ー
に
ゐ
る
と
き
、
訪
客
と
ｏ
問
答
ｏ
一
句
で
あ
り
、
西
國
五
倫
０
こ
と
は
同
じ
く
パ
リ
ー
に
ゐ
る
と
き
ｏ
感
慨

　
　
　

で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

　

Ｈ
・
Ｂ
・
モ
ー
ス
、
Ｈ
・
Ｆ
・
マ
タ
ネ
ー
ア
著
’
M
課
「
極
東
國
際
開
係
良
」
上
、
三
四
三
頁
。
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＊
＊

　

小
方
壷
膏
輿
地
叢
砂
第
十
一
峡
第
二
珊
所
収
。

　

ｉ

　
　
　
　
　

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ

　

常
時
中
國
に
ゐ
る
外
人
の
間
に
も
・
．
開
礦
・
幟
路
０
利
盆
と
必
要
を
脆
く
も
０
が
多
か
っ
た
　
０
そ
し
て
そ
０
多
き
を
加
へ
る
に
っ

れ
て
．
清
朝
政
府
並
に
一
般
０
漬
１
　
人
に
．
は
．
そ
れ
が
外
人
０
お
せ
っ
か
い
で
あ
り
、
外
人
の
内
地
開
竟
０
利
後
要
求
と
開
聯
あ
る

も
の
必
見
倣
さ
れ
た
．
外
國
び
資
際
を
見
聞
し
た
中
國
使
節
に
し
て
．
な
ほ
開
礦
と
絨
路
の
引
よ
り
も
害
か
多
く
、
そ
０
時
期
で
な

い
い
こ
と
を
語
る
の
で
あ
る
．
バ
ー
リ
ン
グ
ー
ム
使
節
團
０
特
涙
は
．
か
か
る
種
類
０
外
人
０
里
迫
と
要
求
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
所

に
も
、
そ
ｏ
一
目
的
が
あ
っ
た
．
バ
ー
リ
ン
グ
ー
ム
ｏ
所
謂
中
國
ｏ
進
歩
は
、
清
朝
政
府
社
勅
諭
．
一
般
中
國
人
の
聾
で
は
な
か
っ

た
０
で
あ
る
．

　

然
し
な
が
ら
所
謂
洋
務
鍛
０
人
々
０
間
に
は
．
開
礦
０
要
が
比
較
的
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
に
思
は
れ
名
．
そ
の
先
駆
的
な
議

論
が
既
に
屑
れ
た
如
く
．
樹
茶
と
並
び
開
礦
を
ば
裕
國
の
補
助
的
な
手
段
と
す
る
形
・
を
以
て
．
咸
豊
０
末
年
馮
桂
芥
に
よ
っ
て
提
出

さ
れ
て
ゐ
る
．
礦
税
は
民
を
病
ま
し
め
、
礦
徒
は
民
を
擾
し
．
且
つ
風
水
に
害
あ
り
と
し
て
、
開
礦
に
疑
問
を
．
も
っ
も
０
が
あ
る
け

れ
ど
も
．
風
水
沙
茫
の
脆
は
脛
國
者
０
ロ
に
す
べ
き
こ
と
ひ
は
な
く
、
開
礦
は
そ
０
税
を
利
す
る
０
で
は
な
く
し
て
、
経
費
の
外
總

て
民
に
具
へ
よ
う
と
す
る
ｏ
で
お
り
、
ま
．
た
統
御
に
人
を
得
る
な
ら
ば
、
礦
徒
ｏ
憂
は
な
い
．
外
國
は
開
礦
を
以
て
常
政
と
し
、
洋

書
に
は
中
國
０
地
に
遺
利
多
き
を
云
ふ
も
０
が
あ
る
．
‘
若
し
中
國
自
ら
開
か
な
け
れ
ば
、
外
國
が
之
七
開
き
、
坐
し
て
そ
０
梱
載
し

て
去
る
？

　

＊

　

校
那
廬
抗
議
倦
上
、
「
鋒
國
用
議
」
．

　

同
ぼ
年
間
に
今
般
ふ
拒
否
的
な
空
気
に
座
せ
ら
れ
八
開
礦
諭
も
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
．
同
治
０
末
・
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴎
幇
’

緒
０
初
に
至
り
、
新
に
開
礦
が
洋
務
０
一
環
と
し
て
．
論
議
０
對
象
と
な
っ
て
ゐ
る
．
王
循
は
「
財
川
を
裕
か
に
す
る
」
た
め
０
一

項
目
と
し
て
、
「
開
礦
鋳
銀
」
を
掲
げ
、
競
輪
成
は
海
防
密
議
十
條
ｏ
中
に
、
「
開
礦
宜
欝
也
」
の
一
項
を
加
へ
て
、
開
礦
を
ば
「
等
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餉
０
一
助
」
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
ま
た
李
鴻
章
の
あ
る
上
奏
中
の
一
句
に
よ
れ
ば
、
「
外
國
か
ら
鋼
絨
等
０
材
料
を
購
運
す
る

費
を
省
く
」
と
共
に
、
゛
「
鎗
砲
機
器
の
彷
造
を
期
待
で
き
る
」
と
云
』
黙
に
い
開
礦
の
敷
川
を
掛
け
て
ゐ
る
。
洋
務
が
製
器
造
船
を
主

軸
と
す
る
限
り
、
開
礦
の
重
要
性
は
こ
の
鮎
に
於
玉
尚
ま
る
で
あ
・
ら
う
。
開
礦
は
そ
の
原
料
を
直
接
に
供
給
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と

に
角
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
０
前
後
に
於
て
、
開
礦
は
新
な
る
積
極
性
を
以
て
論
議
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
同
時
に
こ
の
頃
か
ら
そ

の
試
辨
が
慌
際
に
始
ま
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
０
端
を
な
す
も
０
が
、
光
緒
元
年
李
鴻
章
に
よ
る
磁
州
煤
鍼
０
採
掘
で
あ
っ
た
。
之

は
「
巡
道
の
順
難
と
機
器
０
不
全
」
と
０
た
め
に
中
止
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
に
は
開
平
に
局
を
設
け
て
「
先

づ
力
を
煤
礦
に
専
ら
に
し
、
そ
れ
が
成
敗
す
る
な
ら
ぼ
、
必
ず
錬
鍼
を
統
御
」
す
べ
き
こ
と
が
意
圖
さ
れ
た
；
こ
こ
に
開
礦
は
宣

際
的
な
試
辨
０
裏
付
け
を
得
て
。
も
は
や
見
誤
り
得
な
い
そ
０
方
向
射
決
定
す
る
０
で
あ
る
。
光
緒
十
三
年
（
一
八
八
七
）
に
は
、
’
開

９
　
礦
務
局
は
「
賢
に
輪
船
招
商
・
機
器
製
造
の
各
局
と
相
表
裏
す
る
に
足
る
」
’
　
＾
上
奏
さ
れ
頁

占
め
る
開
礦
の
重
要
性
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

　

＊

　

李
文
忠
公
奏
設
港
二
四
、
同
治
十
三
年
十
一
月
初
二
日
［
蔚
議
海
防
摺
］
附
設
覆
各
口
許
単
。

　

＊
＊

　

光
緒
政
要
港
十
三
、
光
結
十
三
年
二
月
「
直
隷
總
督
李
鴻
章
奏
辨
開
平
煤
礦
」
。

　

＊
＊
＊

　

同

　

右

　

旅
路
に
對
す
る
開
心
を
表
面
化
せ
し
め
る
契
機
と
な
つ
て
ゐ
る
も
０
は
、
臭
泌
旅
路
の
問
題
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
上
海
に
於

け
る
英
米
商
人
０
間
に
は
、
早
く
か
ら
旅
路
建
設
の
欲
求
が
も
た
れ
て
ゐ
た
。
同
流
二
年
（
一
八
六
三
）
英
米
商
館
二
十
七
行
０
聯
名

を
以
て
な
さ
れ
た
上
海
・
蘇
州
間
に
鍼
路
建
設
の
請
願
、
及
び
同
四
年
（
一
八
岑
五
）
上
海
・
臭
浙
間
０
鍼
路
建
設
を
目
的
と
す
る
奥

泌
道
路
公
司
（
'
ｌ
"
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｏ
ｓ
ｕ
ｎ
　
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
　
Ｃ
ｏ
.
）
０
設
立
は
、
そ
０
具
醗
的
尨
現
は
れ
で
あ
る
。
そ
０
何
れ
も
失
敗
に
敲
し
て
後
に
。

イ
ギ
リ
ス
系
の
恰
和
洋
行
(
Ｊ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ｅ
｡
　
Ｍ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
　
＆
　
Ｃ
ｏ
.
　
Ｌ
ｔ
ｄ
.
）
　
h
＾
中
心
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
組
織
さ
れ
た
鍼
路
公
司
に
よ
り
、
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再
ぴ
上
海
・
臭
泌
間
の
鍼
路
建
設
が
企
閣
さ
れ
た
。
そ
れ
は
車
路
修
築
０
名
目
０
下
に
同
流
十
三
年
（
一
八
、
七
四
）
エ
を
起
恥
、
光
緒

二
部
（
一
八
七
六
）
上
海
・
江
湖
腎
の
釧
路
を
開
通
せ
し
め
ｔ
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
中
國
側
に
と
っ
て
は
。
鍼
路
は
利
握
の
疑
惑
砂
件

ぴ
易
く
。
且
つ
官
民
０
室
気
は
一
般
に
未
知
の
鍼
路
に
對
し
て
。
甚
だ
拒
否
的
で
あ
っ
た
。
鍼
路
を
一
種
の
魔
術
と
考
へ
る
も
の
が

あ
り
、
官
の
使
喉
ｔ
よ
っ
ぺ
暴
徒
の
江
湖
の
経
鮎
に
對
す
る
襲
撃
も
起
っ
て
ゐ
る
。
既
に
釧
路
建
設
の
途
上
に
於
三
営
局
者
の

間
に
は
買
牧
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
た
０
で
あ
る
が
、
而
も
開
通
０
翌
三
年
｛
｝
八
七
七
）
中
國
側
に
買
状
と
同
時
に
。
釧
路
は
取

り
毀
さ
れ
た
。
官
民
一
般
０
釧
路
に
對
す
る
認
識
０
程
度
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

捷
だ
之
と
同
時
に
注
意
さ
れ
る
鮎
は
、
災
胚
鍼
路
０
問
題
を
契
機
と
し
て
、
中
國
自
身
０
手
に
よ
っ
て
、
鍼
路
を
建
設
し
よ
｀
う
と

で０
こ
と
で
、
外
人
の
手
に
僕
っ
外
に
か
い
。
中
國
自
ら
造
ら
う
と
し
て
Ｉ
）
、
‐
攻
法
に
拘
泥
す
る
も
の
の
妨
１
　
が
あ
っ
て
行
ひ
診
な
い
、

と
脆
く
論
者
も
あ
っ
た
。
之
は
香
港
に
於
け
る
知
識
人
の
代
表
的
な
一
見
解
と
思
は
れ
る
が
ご
之
に
對
し
て
李
鴻
章
中
心
の
・
洋
務
澱

０
間
に
、
自
主
的
な
鍼
路
建
設
の
要
求
が
起
っ
て
ゐ
る
。
こ
こ
に
釧
路
の
泊
極
的
な
拒
否
は
。
洋
務
涙
０
人
々
に
於
て
。
そ
０
積
極

的
な
肯
定
に
韓
換
す
る
の
で
あ
る
・
。
既
に
同
流
の
末
年
。
李
鴻
章
は
海
防
０
見
地
か
ら
叙
路
０
利
を
要
路
に
陳
言
し
て
ゐ
る
が
１

臭
浙
織
路
０
撤
壊
以
後
に
は
。
そ
０
傘
下
か
ら
公
然
と
鍼
路
の
問
題
を
諭
す
る
も
の
が
現
は
れ
た
。
鍼
路
の
利
便
と
そ
の
弊
害
０
謂

は
れ
な
き
を
説
く
曹
振
成
０
「
創
開
申
國
鍼
路
議
≒
―
及
び
洋
債
を
借
・
り
て
釧
路
童
開
か
う
と
す
る
馬
建
忠
の
「
報
道
論
」
・
「
借

債
以
開
帳
道
設
」
＊
＊
＊
ホ
は
、
そ
０
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

＊
一

　

皇
朝
蓄
交
文
編
巻
三
五
ヽ
王
翰
「
建
餓
路
」
・
具
泄
眼
路
開
通
直
後
の
作
？

　

＊
＊

　

清
史
稿
交
通
志
て

　

共
＊
＊

　

庸
庵
文
編
倦
二
。
、
光
緒
四
年
の
。
作
。

　

＊
＊
＊
＊

　

適
可
脊
記
言
倦
て
共
に
光
緒
五
年
の
作
。

　
　
　
　
　
　

｀
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卦
結
成
は
商
務
・
轄
蓬
及
び
調
兵
に
三
鮎
か
ら
、
釧
路
０
利
便
を
述
べ
て
ゐ
る
．
そ
し
て
鍼
路
が
も
し
開
け
る
な
ら
ば
、
引
敵
入

室
応
恐
れ
か
お
り
、
小
民
０
生
計
は
奪
ぱ
れ
、
常
道
０
塚
墓
は
徒
さ
れ
．
禾
稼
は
灼
か
れ
る
、
と
云
ふ
富
時
０
二
般
的
哉
考
へ
方
に
・

Ｅ
し
て
、
逐
次
之
を
滸
駁
し
て
ゐ
る
．
そ
れ
は
鍼
路
が
敵
０
用
を
な
す
の
で
は
な
く
し
て
、
敵
七
禦
す
る
所
以
で
あ
り
．
釧
路
公
司

に
設
立
は
民
０
生
計
を
廣
沁
．
営
道
０
塚
墓
は
や
や
仕
廻
し
て
之
を
避
け
れ
ば
よ
く
．
且
つ
鍼
路
０
幅
は
廣
き
も
丈
診
、
狭
き
は
散

尺
で
、
禾
稼
を
灼
く
患
は
な
い
、
と
云
ふ
風
の
も
の
で
あ
っ
た
．
災
浙
徴
路
が
買
収
と
同
時
に
撒
壊
さ
れ
る
富
時
０
情
勢
に
於
て
は
、

か
か
る
議
論
が
な
ほ
多
分
の
啓
蒙
性
を
も
つ
０
で
あ
る
．
ま
た
外
人
が
し
き
り
に
鍼
路
０
利
を
云
ふ
の
は
、
之
ま
で
利
権
の
開
設
と

開
聯
が
あ
・
る
よ
う
に
疑
は
れ
、
そ
こ
に
鍼
路
に
對
す
る
受
容
０
一
障
碍
が
あ
っ
た
．
然
る
に
熊
結
成
は
．
「
西
洋
人
は
良
法
の
行
は
’

れ
な
い
０
を
惜
し
み
．
中
國
に
代
り
旅
路
を
行
ふ
こ
と
を
唱
へ
よ
う
と
す
る
０
で
あ
っ
て
．
中
國
が
自
ら
先
き
に
畢
動
す
る
な
ら

ば
、
萬
國
公
法
に
よ
っ
て
．
人
の
自
主
の
権
を
犯
す
も
の
は
な
い
」
、
と
述
べ
で
ゐ
る
．
問
ぎ
は
自
主
的
な
釧
路
四
建
設
で
あ
り
．

そ
０
た
め
に
＾
は
先
Ｊ
「
二
二
ヶ
所
に
試
辨
し
て
」
、
「
中
國
０
耳
目
を
新
に
」
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
．

　

聾
結
咸
が
鍼
路
創
開
の
根
捷
を
示
さ
う
と
し
だ
０
に
對
し
て
．
主
に
そ
ゐ
面
欽
の
法
を
説
い
た
０
が
．
馬
建
忠
で
あ
る
．
財
源
を

官
ま
た
は
民
に
求
め
る
こ
と
は
．
京
餉
・
協
餉
に
迫
ら
れ
、
風
気
未
だ
開
け
な
い
今
日
、
・
困
難
で
あ
っ
て
．
洋
債
か
借
り
る
０
も
止

む
を
得
な
い
と
云
ふ
の
が
、
そ
の
立
論
で
あ
っ
た
．
然
し
な
が
ら
洋
債
を
借
胆
て
、
「
中
國
の
鍼
道
を
却
っ
七
洋
人
の
利
藪
と
し
」
．

「
居
間
把
持
の
弊
」
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
．
そ
０
た
め
に
は
．
英
佛
０
都
市
に
赴
き
．
そ
の
官
私
銀
行
と
商
権
し
て
．
自
主
的
に

利
息
と
金
額
を
定
め
る
こ
と
、
借
債
と
入
股
を
涯
別
す
る
こ
と
、
及
び
償
還
す
べ
き
最
初
０
五
六
年
間
０
利
息
を
併
せ
借
り
る
こ
と
、

略
々
五
十
年
に
し
て
そ
０
本
息
を
清
算
す
石
こ
と
．
借
券
に
は
番
琥
を
記
し
て
、
姓
名
を
記
さ
な
い
こ
と
．
の
如
き
諸
箇
條
を
質
行

す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
．
即
ち
、
「
西
法
に
倣
ふ
て
」
．
借
皆
の
法
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
０
で
あ
っ
た
．
馮
建
忠
は
光
緒
三

年
（
一
八
七
七
）
李
鴻
章
が
フ
ラ
ン
ス
に
留
學
せ
し
め
た
人
で
あ
っ
て
、
「
釧
道
術
」
・
「
借
債
以
開
紙
道
脆
」
は
共
に
録
國
後
間
０
な
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い
作
と
考
へ
ら
れ
る
●
Ｘ

　
　
　

ヽ

　

普
頴
成
・
馬
建
忠
０
脆
に
っ
い
で
７
光
緒
六
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
フ
前
頴
建
巡
撫
劉
銘
傅
０
鍼
路
毎
造
ｂ
上
疏
．
及
び
そ
れ
に
對

す
る
李
鴻
章
０
覆
奏
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
″
劉
銘
傅
は
先
づ
清
江
浦
か
ら
都
北
京
に
至
る
鍼
路
を
興
辨
し
て
．
李
鴻
章
が
上
海
・
天
津

問
に
設
け
よ
う
と
す
る
電
線
と
表
裏
せ
し
め
よ
う
し
て
ゐ
る
．
目
的
は
「
用
兵
」
で
あ
り
、
財
源
は
し
ば
ら
く
洋
商
に
借
ら
う
と
す

る
心
０
て
あ
る
．
李
鴻
章
の
覆
奏
呟
覆
奏
０
形
式
を
以
て
班
に
「
織
路
の
興
辨
・
自
強
０
力
闘
」
七
請
ふ
‘
加
島
０
で
．
醇
幅
成
Ｏ

代
作
で
あ
Ｋ
?
＊
＊
そ
れ
は
先
き
の
「
創
欄
中
國
鍼
路
議
」
の
令
旨
を
殆
ぞ
そ
の
ま
ま
に
探
り
入
れ
Ｉ
且
っ
借
債
を
止
む
吻
得
な
い
辨

法
と
認
め
て
ゐ
る
．
た
次
そ
の
た
め
に
中
國
の
自
主
権
が
犯
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
．
一
切
０
招
エ
の
給
料
と
鍼
路
の
経

理
事
宜
を
中
國
自
ら
行
ひ
．
洋
人
の
附
股
を
許
さ
犬
且
つ
借
歌
は
後
日
入
る
べ
き
づ
路
の
¶
を
以
７
分
還
す
る
こ
と
と
し
．
海
関

を
楷
保
と
し
て
は
な
６
　
な
い
こ
と
か
、
借
債
の
前
提
と
さ
れ
て
ゐ
る
・
な
ほ
李
鴻
章
の
覆
奏
に
於
て
注
意
さ
れ
る
黙
は
ヽ
鍼
路
と
礦

務
ｏ
開
係
を
強
調
し
亙
結
語
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
ｏ
云
ふ
所
に
よ
・
れ
ば
二
「
中
國
が
自
ら
鍼
路
を
造
な
に
は
・
必
寸
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｘ

ら
煤
鍼
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
従
っ
・
て
「
若
し
鍼
路
に
開
辨
の
資
が
あ
る
だ
ら
ば
．
ｔ
の
内
か
ら
十
分
の
一
を
割
い
７
、
機
器

洋
法
を
彷
川
し
、
煤
釧
を
開
探
す
べ
き
」
で
あ
っ
た
。
蓋
し
「
礦
務
は
鍼
路
に
よ
っ
て
盆
々
盛
と
な
り
。
鍼
路
は
礦
務
に
よ
っ
て
盆

々
修
ま
る
」
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ
『

１
＊

　

泉
朝
道
咸
同
光
奏
議
倦
十
三
、
劉
銘
傅
「
請
開
餓
路
以
圖
自
張
疏
」
。

　

＊
＊
・
李
粛
毅
伯
奏
議
巻
六
、
光
緒
六
年
十
二
月
初
一
日
「
妥
議
餓
路
事
変
摺
」
。
庸
庵
文
訳
編
遡
上
、
「
代
李
伯
相
晴
請
試
辨
餓
路
疏
」
。
。

　

劉
銘
傅
０
上
疏
と
そ
れ
を
支
持
す
る
李
鴻
章
の
『
覆
奏
が
な
さ
れ
た
と
き
。
「
都
中
の
議
論
は
洵
々
と
し
て
大
敵
の
将
に
至
ら
溥
と

す
る
が
如
く
」
で
あ
っ
て
、
微
路
ｏ
議
は
「
途
に
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
」
と
は
、
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）
典
瓢
成
ｏ
述
懐
で
あ
っ

た
。
た
だ
こ
０
問
に
於
て
。
開
平
礦
務
局
管
下
０
唐
山
炭
田
か
ら
育
各
荘
に
至
る
約
二
十
支
里
０
運
煤
鍼
路
が
造
ら
れ
て
ゐ
る
。
唐

四23"=
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山
は
李
鴻
章
が
バ
ー
ネ
″
ト
（
Ｒ
≫
　
Ｒ
.
　
Ｂ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
ｔ
）
及
び
壬
Ｉ
ル
ス
ウ
ォ

　
１
ス
（
Ｊ
.
　
M
.
　
Ｍ
ｏ
ｌ
ｅ
ｓ
w
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
）
に
そ
の
９
　
探
を
委
ね
た
も

の
で
、
開
採
の
目
的
は
、
輪
船
招
商
局
と
編
成
中
０
北
洋
海
軍
に
對
し
。
「
他
に
依
存
せ
ざ
る
炭
源
を
供
給
し
よ
う
」
と
す
る
に
あ
っ

た
圭
運
煤
釧
路
は
光
緒
六
年
（
一
八
八
石
）
運
煤
の
努
を
省
か
う
と
す
る
外
人
技
師
０
要
請
に
よ
り
、
調
馬
軌
道
を
用
ふ
る
こ
Ｉ
を

條
件
ぞ
じ
て
。
李
鴻
章
が
朝
廷
０
認
可
を
得
た
も
０
で
あ
る
が
。
翌
七
年
（
一
八
八
一
）
に
は
、
私
か
に
奮
慶
０
蒸
汽
機
織
を
以
て
作

ら
れ
た
小
機
闘
車
に
代
へ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
）
０
頃
に
は
。
そ
れ
は
更
に
宿
六
十
支
里
の
閻
荘
に
ま
で
延

び
て
ゐ
る
。
運
煤
釧
路
は
礦
務
用
０
特
殊
な
用
途
白
も
０
で
あ
る
に
し
て
も
、
之
が
間
も
な
く
天
津
・
山
海
開
を
結
ぶ
釧
路
０
捷
鮎

と
な
る
所
に
。
重
要
な
意
味
を
も
っ
の
で
あ
る
。
、

　

＊

　

庸
庵
文
績
編
巻
上
、
。
前
掲
文
附
。

　

＊
＊
Ｈ
.
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
｡
　
ｌ
ｉ
ｉ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
　
K
a
i
l
w
ａ
ｙ
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
｡
　
ｐ
.
　
２
.

　

戦
路
・
に
對
す
・
る
総
政
者
０
開
心
が
呼
び
畳
ま
さ
れ
よ
う
と
す
る
り
は
。
他
０
洋
務
０
諸
項
と
同
じ
く
。
光
緒
十
一
年
（
一
八
八
五
）

安
南
戦
争
の
和
約
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
戦
争
の
敗
北
を
境
と
し
ミ
軍
備
の
ぞ
賓
が
要
路
に
よ
っ
玉
粛
く
そ
の
必
要

を
痛
感
さ
れ
て
き
た
か
６
　
に
外
な
ら
な
い
。
こ
０
気
運
を
背
景
と
し
て
、
「
天
津
等
０
處
に
鍼
路
を
試
辨
し
て
、
調
兵
運
械
に
便
な

ら
し
め
よ
う
」
と
云
ふ
總
理
術
門
０
よ
疏
が
提
出
さ
れ
る
０
で
あ
っ
て
。
以
後
鍼
路
は
看
過
し
難
い
現
賞
０
問
題
｀
と
な
っ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
こ
の
上
疏
０
背
後
に
李
鴻
章
０
あ
る
こ
と
は
、
云
ふ
を
挨
た
な
い
。
こ
の
上
疏
は
唐
山
・
閻
荘
間
の
鍼
路
を
宿
は
天
津
に
、

北
は
山
海
開
に
ま
で
延
長
し
よ
う
と
す
る
も
ｏ
で
あ
っ
た
・
だ
が
経
費
の
鮎
か
ぐ
先
き
に
閻
荘
・
大
法
収
次
い
で
大
汀
・
天
津

間
。
更
に
開
平
以
北
欧
海
開
０
鍼
路
を
漸
を
逐
ぴ
接
造
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
光
緒
十
四
年
（
一
八
八
八
）
閻
荘
・
大
活
問
及
び
大
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

・
天
津
問
０
鍼
路
が
竣
工
し
た
０
は
。
‐
こ
の
上
疏
０
具
穀
的
な
敬
果
で
あ
る
ｙ
之
に
よ
っ
て
。
唐
山
０
石
炭
は
鍼
路
を
通
じ
直
接
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

　
　
　
　
　

－

大
活
に
坦
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
・
李
鴻
章
０
意
圖
は
こ
こ
に
そ
０
　
賞
現
を
見
る
０
で
･
s
ｅ
＾
ｏ
＾
銭
路
は
開
礦
ど
０
相
関
性
を
以
て
・
‐
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軍
務
殊
に
海
防
・
北
洋
海
軍
と
緊
密
に
聯
結
し
て
ゐ
る
”
･

＾
Ｖ
(
Ｊ
に
李
鴻
章
に
於
け
る
洋
務
０
特
徴
的
な
性
格
が
あ
る
。

　

＊

　

皇
朝
道
咸
同
光
奏
議
者
十
三
、
總
理
王
大
臣
「
天
津
等
處
試
辨
鏃
路
以
便
調
兵
運
械
疏
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

李
鴻
章
に
於
け
る
洋
務
が
、
北
洋
海
軍
０
咸
立
に
そ
０
一
頂
黙
を
見
出
Ｊ
う
と
す
る
頃
、
曾
紀
洋
に
よ
っ
て
中
國
先
睡
後
醒
論
が

提
唱
さ
れ
た
。
之
は
光
緒
圭
二
年
（
一
八
八
七
）
二
月
香
港
の
徳
臣
酉
学
報
（
｛
｝
ａ
ｉ
ｌ
ｙ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
）
に
英
文
を
以
て
掲
載
さ
れ
。
次
で
ロ
ン

ド
ン
０
四
季
報
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｅ
w
）
に
緒
載
さ
れ
た
も
０
で
。
英
文
０
漢
詳
も
顔
詠
経
０
口
課
・
袁
竹
一
の
筆
述
の
‘
形
で
世
に

出
て
ゐ
る
。
中
國
先
睡
後
醒
諭
は
。
中
國
が
「
垂
艶
に
は
非
寸
し
て
。
階
睡
に
似
た
状
態
に
あ
っ
た
に
過
ぎ
す
」
、
現
に
「
清
醒
し

て
を
り
」
。
「
将
滅
の
國
と
見
倣
」
得
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
清
醒
ｏ
謐
捷
と
し
て
畢
げ
ら
れ
る
も
の
が
。

李
鴻
章
０
「
中
國
軍
務
０
整
頓
」
で
あ
っ
た
。
參
庚
申
の
役
（
一
八
六
〇
）
は
「
如
何
に
し
て
軍
制
を
整
飾
し
、
如
何
に
し
て
砲
豪
を
堅

固
に
し
、
如
何
に
し
て
器
械
を
精
利
に
す
る
か
を
教
へ
た
」
。
そ
０
た
め
に
圓
明
園
及
び
そ
０
所
戴
品
を
失
っ
た
け
れ
ど
も
、
「
軍
務
Ｏ

整
頓
」
と
云
ふ
一
見
識
を
長
じ
た
鮎
に
。
重
要
な
意
義
が
あ
る
差
考
へ
ら
れ
た
。
軍
務
０
整
頓
と
云
ふ
一
見
識
は
。
即
ち
中
國
０
清

醒
で
あ
る
。
従
フ
て
中
國
が
現
に
な
さ
う
と
し
て
ゐ
る
海
防
の
興
辨
・
水
軍
陸
軍
の
創
立
は
。
次
第
に
。
推
贋
し
て
。
決
し
て
疎
塀
し

て
は
な
ら
な
い
。
釧
路
０
起
工
そ
の
他
０
富
國
９
法
も
ま
た
必
需
０
も
０
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。
後
日
を
侯
っ
て
圖
る
べ
き
で
、
し

ば
く
ら
会
い
て
問
は
な
い
と
云
ふ
。
鍼
路
を
強
兵
で
は
な
く
し
て
富
國
０
範
暗
に
入
れ
て
ゐ
る
鮎
に
差
異
は
あ
る
に
し
て
も
、
富
國

よ
り
も
強
兵
を
重
覗
す
る
０
で
あ
り
、
要
す
る
に
洋
務
運
動
の
代
辨
的
な
見
解
で
あ
る
。
’

　

＊

　

皇
朝
蓄
交
文
編
巻
一
、
及
ロ
「
曾
論
客
後
」
に
附
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

そ
し
て
曾
紀
漸
が
眼
前
に
最
も
整
頓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
し
て
強
調
す
る
も
０
は
、
専
ら
「
國
外
０
事
」
・
　
　
　
邦
交
1
0
一
事
」

に
鮎
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
幻
外
國
寄
居
の
華
民
を
善
處
し
。
刎
中
國
『
０
藩
國
統
傷
０
幄
を
中
明
し
、
剛
和
約
を
重
修
し
て
、
堂
々
た
る
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中
國
り
國
醗
に
合
せ
し
め
る
こ
と
之
で
あ
る
。
具
殼
的
に
は
、
逆
待
さ
れ
て
ゐ
る
外
國
寄
居
０
華
民
に
留
意
し
て
。
外
國
０
寛
待
を

要
望
す
る
こ
と
。
朝
鮮
・
西
蔵
・
新
疆
０
如
き
外
藩
り
自
主
を
詔
め
大
保
護
を
加
へ
て
他
國
０
侵
蝕
を
被
ら
し
め
た
い
こ
と
。
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　

一

ぴ
租
界
０
如
き
中
國
地
主
０
樅
を
奪
ふ
條
項
は
、
換
約
０
期
に
撤
腹
せ
し
め
る
こ
と
凩
そ
０
内
容
と
し
て
ゐ
る
。
曾
紀
洋
に
と
っ

て
、
軍
務
は
中
國
受
醒
の
象
徴
で
あ
ｐ
、
邦
交
は
受
醒
し
た
中
國
０
常
務
で
あ
っ
た
。
宍
居
室
は
先
づ
垣
塘
を
繕
ひ
、
門
鍵
を
固
く

し
、
穿
獄
の
恐
れ
な
か
ら
し
め
ね
ば
尨
ら
な
い
。
然
る
後
に
内
務
を
清
坦
す
べ
き
で
あ
る
」
。
「
國
是
を
欝
り
、
紀
網
を
整
へ
る
」
た

め
に
は
、
先
づ
「
國
勢
０
強
化
」
が
必
要
で
あ
っ
て
。
國
勢
０
強
化
は
即
ち
軍
務
と
邦
交
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

　

曾
記
洋
は
英
露
に
出
使
し
て
。
光
結
七
年
（
一
八
八
一
）
・
ツ
ア
と
伊
梨
の
数
回
を
議
決
し
、
同
十
年
（
一
八
八
四
）
イ
ギ
リ
ス
と
洋

薬
・
の
税
偕
併
徴
を
議
定
し
た
。
殊
に
伊
梨
０
数
回
は
。
「
殆
ど
中
國
が
洋
務
を
辨
じ
て
以
来
な
き
所
」
と
激
賞
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
著
名
な
外
交
家
に
し
て
邦
交
０
一
事
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
正
に
そ
０
富
を
得
た
も
０
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
所
謂

中
國
の
賃
醒
と
そ
の
席
拙
に
つ
い
て
は
ヽ
同
き
く
光
緒
十
三
年
（
一
八
八
七
）
敲
し
い
批
判
が
香
港
か
ら
提
出
さ
れ
て
ゐ
る
・
そ
れ
が

即
ち
何
啓
・
胡
織
垣
の
曾
諭
書
後
で
あ
る
ま

　

＊

　

清
気
列
傅
倦
五
八
。
曾
紀
津
傅
。

　

＊
＊

　

何
啓
・
胡
腰
垣
「
新
政
侭
詮
」
所
吹
。

　

曾
席
書
後
に
よ
れ
ば
ヽ
曾
紀
渾
の
所
謂
醒
ぽ
夢
に
過
ぎ
な
い
・
「
睡
中
の
夢
・
夢
中
ｏ
夢
」
と
異
る
所
が
な
い
の
で
あ
っ
て
そ

の
所
謂
醒
の
謐
捷
と
し
て
駈
け
ら
れ
る
も
の
は
ヽ
「
夢
裡
の
張
拳
」
・
「
夢
中
の
仲
脚
の
み
」
と
酷
許
さ
れ
て
ゐ
る
。
醒
と
夢
と
は
本

末
前
後
の
開
係
に
立
っ
て
ゐ
る
。
冰
根
に
徹
少
る
こ
と
と
、
徒
ら
に
枝
葉
を
事
と
す
る
こ
と
七
あ
る
。
曾
紀
洋
に
於
て
は
、
屋
宇
は
先

づ
垣
培
を
繕
ひ
。
扁
鍵
を
整
へ
。
壁
宇
の
堅
固
を
依
っ
て
。
家
規
を
１
　
１
　
々
で
あ
り
、
治
國
も
ま
た
先
づ
國
勢
ｏ
盛
強
・
藩
雁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　

～

０
　
掌
固
・
外
侮
の
脱
絶
を
依
ヴ
て
ヽ
國
政
を
内
修
す
べ
き
で
あ
っ
た
・
然
る
に
曾
論
書
後
に
於
て
は
、
・
正
に
そ
の
逆
昧
開
係
に
立
つ
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て
ゐ
る
。
必
寸
内
修
が
先
き
で
。
然
る
後
に
外
攘
す
べ
き
で
あ
る
。
建
國
と
建
屋
七
問
は
す
、
基
址
を
永
咽
な
ち
し
必
７
ふ
九
大

　
　
　

厦
が
出
床
上
名
。
國
の
基
址
は
何
か
。
そ
れ
は
「
公
平
気
る
政
令
」
に
外
な
ら
な
い
。
「
公
・
は
無
私
の
謂
ぺ

　

乎
は
無
偏
ｏ
謂
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

る
。
公
は
明
で
。
。
明
な
ら
ば
。
庶
民
ｏ
心
を
心
と
し
て
。
君
民
に
二
心
な
く
、
単
は
眼
で
、
順
な
ら
ば
、
庶
民
の
事
を
事
と
し
て
、

　
　
　

君
民
に
二
事
が
な
い
」
。
即
ち
、
「
公
平
な
る
政
令
」
を
基
と
し
て
、
君
民
を
一
髪
、
上
下
を
一
心
０
開
係
に
置
く
こ
と
が
、
治
國
の
要

　
　
　

締
と
な
る
０
で
あ
る
づ
然
し
な
が
ら
そ
れ
に
は
先
づ
人
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
破
格
と
重
縁
に
よ
っ
て
人
を
得
て
。
梢
納
・
科

　
　
　

甲
・
軍
功
の
如
き
「
中
國
の
弊
政
」
を
改
め
る
こ
と
が
。
急
務
立

　
　
　

同
治
０
初
年
以
来
論
者
の
屡
々
ロ
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
。
曾
論
書
後
に
始
る
詳
で
な
い
。
異
る
肌
は
意
味
０
持
た
せ
方
で
あ
る
。

　
　
　

之
ま
で
Ｉ
の
洋
務
叙
の
人
々
に
於
て
は
。
概
ね
強
兵
が
先
決
で
・
あ
松
ノ
か
か
る
弊
政
０
改
良
も
強
兵
策
０
便
宜
的
な
手
段
と
し
て
。
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ

　
　
　
　
　
　

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

』

　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　

と
開
聯
的
に
論
及
さ
れ
る
０
が
常
で
あ
っ
た
。
然
る
に
曾
席
書
後
に
於
て
は
。
外
攘
か
ら
内
修
へ
、
強
兵
か
ら
内
政
ヘ
ク
重
心
は
逆

　
　
　

帖
し
て
ゐ
る
。
‘
か
か
る
弊
政
の
改
革
そ
の
も
０
が
、
何
よ
り
も
急
務
と
な
っ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。

　
　
　
　

曾
諭
１
　
後
は
光
緒
十
三
年
（
一
八
八
七
）
の
作
で
あ
る
が
、
こ
の
前
後
に
洋
務
論
の
一
帖
期
を
劃
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。
王
絹
の
「
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

務
」
上
下
も
光
緒
十
三
・
四
年
の
作
で
あ
っ
．
Ｉ
従
舶
の
洋
務
的
・
便
法
心
な
性
格
か
ら
・
一
洋
務
４
　
的
な
も
の
が
拭
ひ
去
ら
れ
七
ゐ

　
　
　

る
観
か
お
る
。
即
ち
、
兵
士
を
練
り
、
逡
防
を
整
へ
、
火
器
を
講
じ
、
舟
艦
を
製
す
る
こ
と
は
。
そ
０
外
な
る
も
０
、
所
謂
末
で
あ

　
　
　

る
・
内
な
る
も
の
に
至
っ
て
は
。
我
が
中
國
０
政
治
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所
謂
本
で
あ
る
。
そ
の
大
な
る
名
０
は
、
た
だ
官

　
　
　

常
を
窓
し
。
士
習
を
端
し
。
風
俗
を
厚
く
す
る
０
み
と
云
ひ
。
ま
た
時
文
を
慶
Ｔ
る
０
は
、
西
法
‘
洋
務
を
習
ふ
が
た
め
０
み
ヤ

　
　
　

な
く
、
本
根
ｏ
か
か
る
所
唯
孝
弟
・
忠
信
・
鎧
義
・
廉
恥
で
あ
る
。
と
跳
べ
て
ゐ
る
。
恰
も
内
外
本
末
ｏ
闘
係
が
逆
に
な
る
の
で

　
　
　

あ
る
・
ま
た
光
緒
十
四
年
（
一
八
八
八
）
に
は
。
　
１
成
法
を
焚
じ
、
下
情
を
通
じ
、
左
右
馨
惧
し
む
」
０
三
項
1
1
を
楕
げ
る
、
康
有
鶏

4
5
5

　
　

゜
上
今
上
皇
帝
第
一
書
が
提
出
゛
れ
Ｗ
　
≪
Ｑ
　
Ｋ
?
　
＊
＊
'
清
末
髪
法
談
゜
頂
鮎
゛
立
っ
ご
ぺ

　

康
有
焉
゜
便
法
論
と
価
啓
゜
胡
破
垣
゜
新
政
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論
が
。
素
朴
な
形
で
は
あ
る
に
し
て
も
。
共
に
光
緒
十
三
・
四
年
に
於
て
そ
の
萌
芽
を
見
せ
る
０
で
あ
る
。

　

＊

　

皇
朝
蓄
父
文
編
倦
五
五
所
収
。

　

＊
＊

　

南
海
先
生
四
上
書
記
所
収
。

　

か
か
る
内
治
重
脱
の
傾
向
と
並
び
、
光
緒
十
年
代
の
前
牛
期
に
於
呵
注
目
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
西
學
の
根
掟
を
中
國
の
古
書
に
求

め
る
傾
向
が
起
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
西
學
を
中
學
に
附
會
す
る
考
へ
方
は
、
ぱ
に
同
治
年
間
に
そ
ｏ
徴
候
を
認
め
ら
れ
る
。
同

治
六
年
（
一
八
六
七
）
同
文
館
に
算
學
館
を
附
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
０
バ
「
西
法
０
借
根
（
代
敷
學
）
は
中
術
０
天
元
に
基
く
も
の
庖

西
人
の
中
に
も
目
し
て
東
學
の
法
と
す
る
も
０
が
あ
ｔ
」
と
云
ふ
恭
親
王
０
上
疏
、
及
び
算
學
０
學
習
は
「
西
法
を
借
り
て
中
法
を

印
謐
す
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
云
ふ
上
論
が
之
で
あ
る
。
算
學
館
０
附
設
は
、
李
鴻
章
０
江
南
機
器
製
造
局
・
左
宗
巣
０
幅
建
船
政
廠

と
眼
底
し
て
。
北
京
に
於
て
も
自
１
　
の
道
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
０
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
０
と
き
、
天
文
算
法
は
も
と

中
國
０
も
０
で
あ
び
、
一
物
と
し
て
知
ら
な
い
の
は
儒
家
０
恥
で
あ
っ
て
、
製
造
は
工
匠
０
事
と
し
て
儒
者
は
之
を
年
１
　
・
を
屑
し
と

し
な
い
け
れ
ど
１
　
。
周
曽
孜
工
記
は
悉
く
大
工
車
エ
０
事
で
あ
る
、
と
云
ふ
説
明
０
仕
方
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
李
鴻
章
の
洋
務

に
１
　
想
的
な
根
櫨
を
具
へ
た
論
者
は
ご
。
反
求
」
そ
「
夷
に
待
つ
あ
る
も
０
」
・
「
自
治
」
と
「
自
強
」
、
即
ち
中
學
と
西
學
を
互
に
派

別
す
る
観
鮎
に
立
っ
て
ゐ
た
。
然
る
に
最
も
保
守
的
に
し
て
而
も
列
國
の
使
臣
が
駐
劉
す
る
北
京
に
於
て
は
、
よ
し
技
藤
の
面
に
限

ら
れ
て
は
ゐ
る
に
し
て
も
。
逆
に
西
學
を
中
學
に
附
會
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
西
學
へ
の
道
を
開
か
う
と
し
た
０
で
あ
る
。
北
京
９

官
場
は
中
學
に
對
立
す
る
も
の
と
し
て
の
西
學
０
採
用
を
、
到
底
容
詔
し
得
心
か
っ
た
に
違
ぴ
な
い
。
而
も
恭
親
王
０
如
き
列
國
と

の
協
調
低
吟
。
何
等
か
の
形
に
於
て
萄
套
脱
皮
０
方
圖
に
出
で
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
設
立
さ
れ
た
０
が
同
文
館
で
あ
り
。

算
學
館
で
あ
っ
汽
同
時
に
西
學
の
中
學
へ
の
附
會
的
な
説
明
か
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
。
そ
れ
に
も
打
は
ら
す
・
算
學
館
の
附
設

に
對
し
て
彊
い
駁
論
が
起
き
た
こ
と
は
。
既
に
銚
べ
た
如
く
で
あ
る
。
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然
る
に
光
緒
ｏ
初
葉
に
は
、
進
歩
的
な
知
識
λ
に
ょ
っ
べ
西
學
と
古
典
と
の
関
係
が
新
た
な
る
問
題
ぞ
廠
っ
て
」
力
る
。
か
か
る

　
　
　

種
類
０
も
０
と
し
て
。
駐
英
公
使
曾
紀
滓
と
そ
０
妹
婿
陳
松
生
と
０
談
話
０
一
節
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
。
西
人
の
政
教

　
　
　

は
周
鐙
と
相
合
意
す
る
も
０
が
多
い
。
老
子
は
周
０
柱
下
の
史
で
あ
っ
て
。
そ
の
後
四
下
し
て
流
沙
に
到
っ
た
が
、
周
０
典
章
法
度

　
　
　

に
、
も
そ
０
と
き
記
録
に
従
ひ
共
に
西
下
す
る
も
０
が
あ
っ
た
、
た
だ
何
れ
も
確
誼
な
き
に
苦
し
む
０
み
、
と
云
ふ
陳
松
生
の
談
に
對

　
　
　

し
て
こ
曾
紀
滞
は
「
そ
０
誕
甚
だ
新
に
し
て
喜
ぷ
べ
き
も
０
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。
且
つ
ヨ
ー
〃
ツ
パ
洲
は
昔
皆
野
人
で
あ
っ
て
’
　
＾

　
　
　

の
文
學
政
術
は
大
抵
ア
ジ
ア
洲
か
ら
漸
を
逐
ひ
西
来
し
た
１
　
０
で
あ
る
。
故
に
風
俗
人
物
が
我
が
中
華
０
上
古
０
世
と
相
近
い
。
西

　
　
　

人
０
一
切
の
局
面
は
中
國
に
皆
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
稀
れ
で
は
な
い
。
中
國
０
上
古
に
も
殆
ど
ま
た
無
数
０
機
器
が
あ
っ
た
が
、

　
　
　

財
貨
が
漸
く
訣
乏
し
た
０
で
、
人
に
愉
惰
多
く
機
括
も
傅
を
失
っ
た
。
今
日
０
西
洋
を
見
て
上
古
の
中
華
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
今

　
　
　

日
０
中
華
を
見
て
ま
た
後
世
０
西
洋
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
云
ふ
曾
紀
渫
自
身
び
感
想
を
附
記
し
て
ゐ
る
。
之
は
光
緒
五
年

　
　
　
　

Ｉ

　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万

　
　
　

（
一
八
七
九
）
ロ
ン
ド
ン
で
０
對
話
で
あ
る
が
、
西
人
０
政
教
に
周
腔
と
符
合
す
る
も
Ｑ
が
あ
る
こ
と
を
諺
め
た
こ
と
は
。
即
ち
前
者

　
　
　

の
優
秀
性
を
承
認
し
た
こ
と
に
外
た
ら
な
い
。
蓋
し
中
國
人
の
理
想
は
周
代
に
あ
り
。
そ
れ
と
の
開
聯
に
於
べ
西
人
ｏ
政
教
が
理

　
　
　

解
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　
　

曇

　

「
朋
使
英
法
日
記
」
、
光
緒
五
年
二
月
二
十
三
日
の
條
。
小
方
壷
斎
輿
地
叢
砂
十
一
反
の
四
。

　
　
　
　

光
緒
四
年
’
（
一
八
七
八
）
イ
ギ
リ
ス
へ
０
出
航
０
途
上
に
於
て
は
、
「
先
聖
昔
賢
０
論
述
・
六
経
典
籍
口
記
載
は
。
以
て
宇
宙
萬
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　

Ｉ

　

・

　
　
　

０
理
ま
た
は
道
を
窮
め
る
に
足
る
け
れ
ど
も
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
古
今
萬
物
０
器
と
名
を
備
へ
た
も
０
で
は
な
い
」
と
云
ひ
、
東
西

　
　
　

０
間
に
存
す
る
飲
食
衣
飾
０
異
・
政
事
言
語
風
俗
０
不
同
は
、
尭
舜
掲
湯
文
武
周
孔
の
見
聞
し
な
か
っ
た
所
で
、
そ
れ
に
通
す
る
た
め

？

　
　

に
、
各
國
０
言
語
文
字
を
考
究
す
る
こ
と
が
、
儒
者
０
宜
し
く
従
事
す
ぺ
唐
こ
と
で
あ
る
。
と
曾
紀
渾
は
記
し
て
ゐ
一
る
］
。
之
は
中
國

ｒ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　

、
ｄ

４

　
　

の
古
典
が
形
而
上
０
こ
と
に
は
備
は
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
ヽ
形
而
下
０
こ
と
に
は
不
備
０
鮎
が
あ
り
ヽ
中
國
と
異
る
の
故
を
以
ミ
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西
洋
づ
文
物
に
對
し
徒
ら
に
「
虚
僑
今
大
の
僻
を
な
し
て
。
自
ら
文
飾
す
る
」
の
弊
を
指
摘
し
た
も
０
で
あ
っ
た
。
正
に
洋
務
涙
の

代
表
的
な
見
解
で
あ
る
。
然
る
に
西
洋
に
於
け
る
叢
嶮
は
。
短
日
月
に
し
て
そ
０
政
教
を
周
噌
に
附
會
せ
し
葡
る
と
共
に
、
西
洋
Ｏ

機
器
を
も
中
國
０
古
代
に
あ
っ
た
も
０
と
想
定
せ
し
め
た
。
中
國
と
質
的
に
異
る
西
洋
０
文
物
は
。
却
っ
て
中
國
０
古
代
に
そ
の
親

近
性
を
詔
」
ｅ
ら
吼
た
０
で
あ
る
。
そ
れ
は
‘
西
洋
０
文
伽
に
對
す
る
價
値
評
價
が
、
そ
れ
だ
け
重
み
を
組
へ
た
こ
と
を
意
味
す
Ｅ
］
０
で

あ
っ
て
、
側
ら
か
か
る
評
價
の
仕
方
そ
０
も
０
に
儒
家
的
な
傅
統
０
奥
深
い
根
強
さ
を
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

。
。

　

＊

　

同
汽
光
緒
四
年
九
月
二
十
一
日
の
條
。
之
は
汪
芝
房
撰
「
文
法
畢
隅
」
に
對
す
る
曾
紀
津
の
序
文
シ
句
で
あ
る
。

　

西
人
０
政
教
に
對
す
る
開
心
は
光
緒
の
初
葉
に
於
て
、
曾
紀
滞
０
外
に
も
特
志
０
士
に
は
抱
か
れ
て
ゐ
た
。
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）

曾
紀
滓
が
イ
ギ
リ
ス
へ
０
途
次
上
海
に
寄
港
し
た
と
き
。
張
煥
綸
が
彼
に
六
ケ
條
０
陳
言
を
行
っ
て
ゐ
る
。
ぞ
の
Ｉ
ケ
條
は
「
機
器

の
外
に
西
國
の
政
教
０
書
を
選
詳
し
て
。
採
揮
に
備
へ
よ
」
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
今
０
西
國
を
論
ず
る
も
の
は
、
財
貨
０
雄
・
碓

械
０
利
を
云
ふ
０
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
西
國
制
勝
の
根
本
は
富
強
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
０
君
民
細
覗
・
上
下
一
叢
０
開
係
は

宜
に
儒
者
の
言
に
暗
合
す
る
も
０
が
あ
る
０
で
あ
っ
て
、
そ
０
政
教
に
必
ず
裴
然
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
に
違
ぴ
な
い
。
か

‘
か
る
考
へ
方
が
こ
０
一
ケ
條
０
背
景
と
な
っ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。
ま
た
初
代
駐
英
公
使
郭
崇
賜
も
西
人
０
政
教
に
注
目
し
た
先
駆
的

な
一
人
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
光
緒
二
年
（
一
八
七
六
）
イ
ギ
リ
ス
へ
０
赴
任
０
航
海
中
に
於
て
、
郭
崇
漸
は
イ
。
ギ
リ
ス
艦
船
０
交

歓
の
状
に
「
彬
々
然
た
る
破
譲
の
行
を
見
。
彼
０
國
０
富
強
０
基
が
か
り
そ
め
で
な
い
」
こ
と
を
知
っ
た
。
西
洋
は
貿
易
を
立
國
Ｏ

木
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
０
商
政
の
経
理
は
整
々
と
敲
息
に
。
條
理
は
秩
然
と
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
富
強
を
致
す
所
以
０
根
本
が
あ
る

と
考
へ
。
ア
デ
ン
近
く
０
ペ
リ
ム
島
を
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
奪
取
。
し
た
こ
と
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
上
下
一
心
と
な
っ
て
國

０
利
を
謀
る
こ
と
を
思
ひ
、
そ
の
浦
然
と
し
て
興
る
べ
き
所
以
に
想
到
し
た
０
で
あ
る
。
之
は
即
ち
「
西
洋
は
立
國
二
千
年
。
政
教

修
明
に
し
て
具
に
本
末
が
あ
る
」
と
云
ふ
。
西
洋
０
富
強
晩
背
後
に
あ
る
も
の
に
對
す
る
反
省
に
外
な
も
な
い
で
あ
ら
う
。
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＊

　

同
書
、
光
緒
四
年
十
月
十
一
日
の
條
。
六
ケ
條
は
’
　
Ｓ
'
イ
ギ
リ
ス
と
好
を
結
ん
で
ロ
ジ
フ
の
患
を
再
め
よ
、
勾
誠
を
開
き
公
を
布
い
て
形
蹟
を

　

‐
泥
ぼ
せ
、
司
暇
時
に
は
西
儒
声
延
見
し
て
諮
訪
に
備
へ
よ
’
旬
機
器
の
利
巧
價
一
の
貴
賤
は
時
に
隨
ａ
采
訪
し
て
欺
儒
ｆ
ｔ
l
免
れ
よ
’
　
Ｓ
柵
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　
　

一

　

外
に
西
國
の
政
教
の
書
を
選
課
し
て
禄
揮
に
備
へ
よ
、
司
イ
ギ
ｙ
又
と
禁
煙
０
策
を
妥
商
し
て
中
國
に
禧
あ
ち
し
め
よ
、
で
ｉ
あ
る
。

　
　
　
　

か
か
る
反
省
か
ら
は
、
中
國
と
列
國
と
０
開
係
に
つ
い
て
も
．
之
ま
で
と
は
異
る
解
程
が
施
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
．
西
洋
は
遼
金

　
　
　

が
一
時
に
嘱
起
し
七
忽
ち
に
盛
衰
じ
た
の
と
は
、
情
形
が
絶
え
て
異
る
ゐ
で
あ
っ
て
．
そ
０
中
國
に
至
る
の
は
た
だ
通
商
を
務
め
る

　
　
　

の
み
ど
云
ひ
．
或
は
近
年
英
佛
露
米
の
諸
大
國
が
角
立
し
て
互
に
雄
を
稀
す
る
有
様
は
．
春
秋
列
國
に
較
べ
て
殆
ど
遠
く
之
に
勝
つ

　
　

’
て
を
り
．
萬
國
公
法
を
創
っ
て
互
に
信
義
を
先
き
に
し
．
殊
に
邦
交
０
誼
を
重
ん
じ
て
ゐ
る
．
そ
０
兵
を
中
國
に
構
へ
る
に
も
な
ほ

　
　
　

展
博
理
に
櫨
力
、
φ
辨
烏
を
持
し
て
、
然
る
後
に
登
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
郭
崇
珊
は
述
べ
て
ゐ
る
．
目
指
す
所
は
．
か
か
る
西
洋
．

　
　
　

諸
國
を
前
に
し
て
．
「
高
談
図
論
し
て
虚
僑
自
大
の
時
で
は
な
い
」
ご
と
を
戒
し
め
る
に
あ
っ
た
．
凡
そ
気
衿
を
な
す
も
の
は
妄
人

　
　
　

で
あ
っ
て
、
具
に
國
事
を
云
ふ
に
足
り
な
い
と
も
論
挙
る
０
で
あ
る
．
そ
し
て
こ
０
気
持
と
開
聯
し
て
非
難
さ
れ
る
も
０
が
．
宋
明

　
　
　

０
儒
者
で
あ
っ
た
．
’
宋
明
０
諸
儒
は
．
安
民
保
國
を
心
と
す
る
古
人
の
意
に
反
し
て
．
害
を
な
す
こ
と
烈
し
き
も
０
で
あ
り
、
夷
狭

　
　
　

を
大
忌
と
し
．
和
を
大
辱
と
す
る
０
は
、
家
に
南
宋
よ
り
始
る
と
し
て
．
退
け
ら
れ
て
ゐ
る
．

　
　
　
　

＊

　

郭
崇
熹
「
使
西
紀
程
」
、
光
緒
二
年
十
月
二
十
日
、
十
一
月
十
二
日
ド
十
三
日
、
十
八
日
．
十
二
月
初
穴
日
の
渚
條
、
小
方
壷
膏
輿
地
叢
砂
十
一

　
　
　
　
　

快
の
二
．

　
　
　
　

然
し
な
が
ら
西
人
０
政
教
０
優
秀
さ
を
認
め
る
こ
と
は
、
洙
時
に
あ
っ
で
は
勿
論
異
例
０
こ
と
で
あ
っ
危
．
先
き
に
郭
笥
仙
侍
郎

　
　
　

（
崇
熹
）
は
．
常
に
西
洋
り
國
政
民
風
０
美
か
一
歎
羨
し
て
、
清
議
０
士
の
触
排
す
る
所
と
な
る
に
至
っ
た
．
余
も
ま
た
や
や
ぞ
０
言
Ｏ

９

　
　

過
営
な
る
を
冴
っ
て
ゐ
た
が
Ｊ
こ
の
度
欧
洲
に
来
游
し
て
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
．
ン
に
至
り
．
始
め
て
侍
郎
０
誕
０
営
れ
る
を
信
じ
た
と

4
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　
　

は
、
光
緒
十
六
年
こ
八
九
〇
）
欧
洲
諸
國
へ
出
使
し
た
鼎
鰯
成
０
言
葉
で
あ
る
．
光
緒
の
初
葉
は
．
政
教
は
中
國
０
も
０
、
利
器
は

-
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西
洋
の
一
髪
０
と
云
ふ
考
へ
方
が
、
一
部
人
士
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
。
漸
く
に
し
て
利
器
０
導
入
が
部
分
的
に
首
肯
さ
れ
か
け
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
゛
｀

゛
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
か
か
る
時
に
更
に
飛
躍
し
て
西
人
０
政
教
を
云
々
す
る
が
如
き
は
。
所
謂
清
議
白
±
０
到
底
許
容
し
得
な
い

　

所
で
あ
っ
だ
に
違
ぴ
な
い
。
騨
幅
成
０
如
き
洋
務
論
者
に
し
て
。
な
ぽ
そ
０
説
０
過
営
を
怪
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
西
人
０
政
教
に
周

　

鐙
と
符
合
す
る
も
０
が
多
い
と
云
ふ
、
「
甚
だ
新
に
し
て
喜
ぷ
・
ベ
き
こ
見
解
は
、
中
國
０
本
土
よ
り
も
既
洋
に
於
け
る
進
歩
的
な
中

　

國
人
０
間
に
、
先
づ
起
り
得
べ
き
性
質
０
も
０
で
あ
っ
た
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。

　
　

＊

　

祚
祗
成
「
出
使
英
法
義
耳
四
国
日
記
」
、
光
緒
十
六
年
三
月
十
三
日
の
條
。
小
方
壷
斎
輿
地
叢
砂
十
一
峡
の
七
。

　
　

然
る
に
光
緒
十
年
代
の
前
牛
期
に
於
て
吟
西
人
の
利
器
と
中
國
の
古
書
と
の
開
係
が
先
づ
新
た
な
る
開
心
事
と
な
り
ヽ
そ
れ
に

　

附
隨
し
て
。
西
人
０
政
教
も
論
議
０
對
象
に
置
か
れ
て
く
る
。
そ
し
て
後
牛
期
に
入
る
に
っ
れ
て
。
西
洋
０
機
器
よ
り
も
そ
０
政

　

殺
と
中
國
心
古
血
ハ
と
０
開
係
に
。
重
心
が
移
さ
れ
て
く
る
。
か
か
る
こ
と
は
軍
に
極
め
て
特
殊
な
俳
人
が
孤
抱
す
る
見
解
０
域
を
越

　

え
て
。
次
第
に
西
學
に
留
意
す
る
も
０
の
共
通
な
通
念
に
な
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
個
０
風
潮
を
形
成
し
よ
う
と
す

　

る
り
で
お
る
。
か
か
る
種
類
０
早
期
０
も
０
と
し
て
、
張
自
牧
０
温
海
論
及
び
王
之
春
０
漉
海
危
言
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
何

　

れ
も
光
緒
十
年
（
一
八
へ
四
）
頃
０
作
で
あ
る
。
漉
海
論
は
。
西
學
０
採
用
を
ば
中
國
０
古
書
と
０
開
聯
に
於
て
。
積
極
的
に
肯
定
す

　

’
る
立
場
を
探
っ
て
ゐ
る
・
従
っ
て

’
西
學
を
新
奇
と
し
て
ヽ
中
肌
を
棄
て
て
之
に
従
ふ
ｏ
吠
笑
ふ
べ
き
こ
と
で
あ
り
・
西
學
を
非

　

類
と
し
て
之
を
１
　
け
る
ｏ
も
、
恥
づ
べ
き
こ
と
と
さ
4
1
　
た
。
「
今
日
天
下
ｏ
人
は
競
ふ
て
西
學
を
談
す
る
け
れ
ど
も
、
思
ふ
に
そ
れ

　

は
西
學
で
陰
な
い
‘
０
で
あ
る
」
。
天
文
暦
算
は
蓋
天
宣
夜
０
術
に
基
き
。
西
洋
０
幾
何
は
借
根
の
法
を
詳
し
た
も
０
で
、
東
来
０
法

　

と
さ
れ
て
ゐ
る
。
化
學
・
重
學
・
光
學
・
汽
學
・
電
気
及
び
地
動
説
０
如
き
。
何
れ
も
中
國
に
由
来
す
る
も
０
と
し
て
。
中
國
０
古

　

’
１
　
に
そ
ｏ
淵
源
を
求
め
よ
う
と
じ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
墨
子
に
化
は
易
る
こ
Ｅ
家
に
徴
す
る
、
蛙
ｏ
鸚
Å
な
る
Ｊ
如
し
と
云
ひ
、
゛
五
行

　

の
合
ふ
Ｑ
は
水
火
土
相
離
く
が
如
し
と
あ
る
、
之
は
化
學
ｏ
組
で
あ
り
。
充
倉
子
に
現
地
を
水
と
云
ぴ
、
脱
水
を
気
と
云
ふ
ｏ
は
、

32-
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汽
學
の
直
で
＊
-
･
Ｓ
＾
’
＊
<
た
経
に
地
は
御
気
を
紅
せ
・
御
気
は
風
霜
。
風
雌
は
流
形
に
し
「
百
物
露
生
す
と
云
ぶ
心
は
。
電
気
の
１
　

で
あ
る
０
如
き
類
で
あ
っ
た
。
古
書
０
片
言
隻
句
に
１
　
學
０
濫
麹
と
受
ぼ
し
き
も
？

外
に
出
づ
る
｀
を
得
歩
」
、
「
そ
０
緒
診
を
推
街
し
た
」
に
過
ぎ
が
い
こ
と
を
云
は
う
と
し
た
０
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
か
か

る
附
會
的
な
説
明
が
富
特
に
芦
て
は
。
百
學
に
對
し
て
道
を
開
く
と
云
ふ
。
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
こ
と
で
あ
る
。
西
學
は
外
國
０
學

で
叔
な
く
し
て
。
も
と
は
中
國
０
學
に
出
づ
る
も
０
．
、
西
學
に
し
て
四
學
に
非
る
も
０
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
儒
者
は
百
學
を
知
ら
な

い
こ
と
を
ば
。
却
っ
て
恥
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
権
０
附
會
的
な
説
明
が
、
文
字
及
び
宗
教
に
つ
い
て
も
試
み

ち
れ
て
ゐ
る
。
西
洋
０
文
字
は
怯
盧
に
基
き
。
宗
教
は
墨
子
の
本
旨
を
桑
門
天
方
の
説
。
即
ち
佛
教
と
回
教
に
よ
っ
て
録
飾
し
か
も

０
と
云
ふ
所
見
が
之
で
あ
る
。
之
は
キ
リ
ス
ハ
ト
教
０
起
原
を
墨
子
の
最
愛
諭
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
も
０
に
外
な
ら
な
い
。

　

＊

　

小
方
壷
斎
輿
地
叢
齢
十
一
映
の
六
。

　

所
謂
酉
學
及
び
文
字
に
つ
い
て
心
か
か
る
説
明
の
仕
酋
は
、
王
之
春
の
温
海
尼
言
に
も
そ
の
ま
ま
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
・
温

海
后
言
に
は
、
’
西
學
に
つ
い
て
は
漉
海
論
と
論
旨
ｏ
み
な
ら
挙
。
文
章
に
も
殆
ど
全
く
同
一
〇
も
の
が
多
い
。
ま
た
文
字
に
つ
い
て

は
、
古
０
文
字
の
作
者
は
も
と
三
人
で
あ
っ
て
。
縦
書
き
は
蒼
頷
、
左
よ
り
右
へ
０
横
書
き
は
怯
盧
、
・
右
よ
り
左
へ
０
横
書
き
は
氾

誦
で
あ
り
、
西
洋
０
文
字
は
「
安
に
怯
盧
に
基
く
」
と
、
や
や
詳
し
い
説
明
を
付
し
て
ゐ
る
。
雨
書
は
共
に
光
緒
十
年
頃
の
作
で
あ

ら
て
、
何
れ
０
著
述
年
次
が
先
き
で
あ
る
か
は
明
か
に
し
難
い
け
れ
ど
ぢ
、
少
く
と
も
酉
學
と
文
字
に
開
す
る
限
り
。
雨
書
０
間
に

密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
疑
な
い
と
思
は
れ
る
。
何
れ
か
一
方
が
他
方
に
捷
っ
た
０
に
違
ひ
な
い
。
そ
し
て
温
海
危
言
は
か
か

る
附
會
的
な
説
明
を
「
廣
學
校
」
の
章
に
載
せ
・
。
洋
務
に
開
す
る
人
材
育
成
０
論
攘
と
し
た
０
で
あ
る
。
之
ま
で
０
洋
務
諭
が
西
學

を
中
學
に
對
立
す
る
も
０
．
質
的
に
異
る
も
０
と
見
傲
す
０
に
對
し
て
。
張
自
牧
及
び
王
之
春
は
、
西
學
之
却
。
つ
て
中
學
に
包
撮
せ

し
め
た
。
そ
れ
は
洋
務
論
０
延
長
で
あ
る
と
共
に
。
そ
り
新
た
な
る
登
展
で
あ
る
。

-
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＊

　

前
書
十
一
峡
の
八
。
内
容
は
恨
約
議
・
聯
頂
國
・
廣
學
校
・
精
秘
術
・
固
逡
團
。
修
船
政
・
興
礦
利
・
防
漏
視
・
瑛
兵
力
・
練
民
国
・
禁
流
奴

　
　

編
教
民
・
論
鴉
片
の
十
三
項
目
よ
り
な
る
。

　

洋
務
の
重
鮎
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
機
器
で
あ
る
が
、
温
海
論
に
牒
西
洋
に
於
け
る
機
器
０
護
達
に
つ
い
て
一
個
の
所
見
を
述
べ
て

ゐ
る
。
商
業
と
機
器
０
闘
係
が
之
で
あ
っ
て
、
結
論
と
し
て
は
。
機
器
０
製
造
を
官
辨
か
ら
民
優
に
委
ね
や
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
０
庶
く
所
に
よ
れ
ば
、
西
洋
は
商
を
國
０
本
と
な
し
ご
切
０
大
政
に
商
人
が
開
輿
し
得
る
・
の
・
で
あ
っ
て
、
「
な
ほ
春
秋
り
遺
風
が

あ
る
」
と
云
ふ
。
そ
し
て
電
線
・
汽
車
・
汽
蛤
ぽ
も
と
通
商
０
た
め
に
設
け
ら
れ
、
兵
船
・
火
器
は
商
人
を
保
衛
す
る
た
め
の
も
Ｏ

で
あ
り
。
且
つ
耕
織
煤
銭
は
何
れ
も
機
器
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
富
商
大
質
は
己
に
利
あ
る
が
た
め
に
、
競
ふ
て
機
器
０
優
造
に

務
め
る
。
之
に
反
し
て
中
國
に
旅
て
は
、
官
と
民
は
懸
絶
し
て
通
じ
な
い
、
汽
船
い
機
器
０
模
造
も
皆
官
が
之
に
常
り
、
民
ぱ
ぞ
Ｏ

こ
と
に
具
ら
・
次
い
か
ら
、
劈
し
て
敗
を
期
し
難
い
と
云
ふ
０
で
あ
る
。

　

然
る
に
温
海
諭
は
か
く
て
西
洋
に
於
け
る
機
器
Ｄ
費
途
と
そ
の
中
國
に
於
け
る
困
難
を
反
省
ず
る
立
場
を
採
り
な
が
ら
、
二
向
で

は
な
ほ
機
器
そ
の
も
・
０
に
４
　
し
て
強
い
疑
惑
を
も
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
耕
織
煤
戮
０
事
を
阜
げ
て
人
力
に
代
へ
る
に
機
器
硲
以
て
す

る
な
ち
ば
、
天
下
の
民
は
日
に
奢
侈
に
趨
か
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
民
０
生
業
は
機
器
０
た
め
に
奪
は
れ
。
相
聚
っ
て
飢
を
な
さ
ざ

る
を
得
な
い
と
一
ぶ
ふ
見
解
之
･
Ｉ
t
あ
る
。
而
も
現
質
に
は
機
器
０
製
造
は
営
務
０
こ
と
で
あ
り
、
官
辨
で
は
成
績
を
皐
げ
得
な
い
。
そ

こ
に
舟
車
耕
織
煤
鍼
の
諸
務
は
一
切
民
０
自
便
を
許
す
が
よ
く
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
し
富
り
急
に
西
人
の
利
を
分
取
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
共
に
、
百
数
十
年
を
経
れ
ば
、
利
は
薄
く
な
っ
て
機
器
は
畿
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
且
つ
機
器
０
利

を
嗜
む
も
の
は
海
演
各
省
の
商
民
で
あ
っ
て
『
、
腹
地
の
各
省
に
こ
０
向
来
未
有
の
風
気
乞
開
い
て
、
他
日
無
窮
の
１
　
を
貼
す
必
要
は

な
い
と
云
ふ
、
消
極
的
な
折
衷
脆
が
提
出
さ
れ
て
く
る
。
西
洋
は
商
業
立
國
・
機
器
は
官
辨
よ
り
も
民
普
・
及
び
機
器
は
大
鵬
ｏ
本

む
如
き
諸
概
念
は
、
同
流
の
末
か
ら
光
緒
０
初
に
か
け
て
。
洋
務
派
と
そ
０
双
對
派
の
側
か
ら
既
に
唱
へ
ら
れ
た
も
ｐ
で
あ
っ
た
。

3４-一一
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１
　
海
諭
は
こ
Ｇ
互
に
相
反
撥
す
る
諸
概
念
を
ぽ
、
洋
務
の
立
場
か
ら
妥
協
せ
し
め
よ
う
と
圖
っ
だ
の
で
あ
る
。
、
そ
れ
は
西
學
に
注
目

し
な
か
ら
。
な
ほ
従
来
心
保
守
的
な
傾
向
に
扨
束
さ
れ
る
一
一
知
識
人
の
姿
で
あ
る
・

　

な
ほ
温
海
論
に
は
之
ま
で
ｏ
洋
務
諭
と
は
異
る
一
傾
向
を
も
同
時
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
洋
務
派
ｏ
人
々
が
目
指
す
所
は
で

備
に
海
妬
の
充
賞
Ｔ

聊
人
ぽ
租
借
地
を
Ｊ
け
７
積
財
聚
居
す
る
こ
と
既
拡
二
十
蛎
年
に
亘
り
い
軽
々
し
ス
甕
難
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
、
各
國
は
聊
國
に

入
っ
て
互
に
牽
制
の
勢
か
お
り
。
一
國
が
狽
り
逞
し
く
す
る
？

民
を
凱
就
す
’
る
心
が
あ
る
０
で
は
な
い
こ
と
、
こ
０
三
髭
か
ら
海
防
０
急
務
で
な
い
こ
と
を
一
応
ぼ
う
と
す
る
０
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

χ
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

く
逡
防
を
弛
め
よ
と
云
ふ
０
で
は
な
い
」
け
れ
ど
も
、
・
１
　
政
治
を
修
明
し
紀
綱
を
整
飾
す
る
」
こ
と
を
ば
。
先
づ
肝
要
と
考
へ
る
も

の
で
あ
っ
ち
軍
備
よ
ぴ
し
内
政
に
重
き
を
置
か
う
と
す
る
０
　
で
あ
。
つ
べ
自
ら
洋
穆
に
對
す
る
恥
た
な
る
批
判
に
導
く
べ
き
契
機

を
、
そ
ｏ
内
に
蔵
し
て
ゐ
る
。

　

張
自
牧
ｏ
１
　
測
危
言
皮
。
恐
ら
く
は
濠
海
諭
よ
力
も
や
や
後
に
出
で
『
之
に
直
接
す
る
作
品
で
あ
る
。
数
測
危
言
に
於
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａ

　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　
　
　
　
　

’

　

‘

　

♂

　
　

一

　
　
　

Ｉ

西
學
と
中
國
０
古
書
と
０
開
係
は
更
に
延
び
て
、
「
機
器
は
三
皇
０
世
に
始
る
」
と
さ
れ
。
三
代
以
前
に
は
九
百
に
世
丿
専
家
が
あ

り
、
九
数
は
六
菌
に
列
な
り
。
儒
者
は
童
子
か
も
之
を
習
っ
て
ゐ
ぺ
然
る
に
士
大
夫
ｏ
心
思
才
力
は
皆
そ
ｏ
大
な
る
も
ｏ
．
そ
の

遠
き
も
０
、
即
ち
性
命
と
倫
常
に
向
け
ら
れ
た
０
べ

　

一
切
０
技
菌
に
遍
及
す
石
暇
が
な
く
、
喘
人
の
子
弟
は
そ
０
薗
を
挾
ん
で
西
域

に
游
ぷ
こ
と
と
な
っ
た
、
且
つ
鳴
人
ｐ
子
弟
が
西
游
し
て
以
来
。
中
國
の
法
器
は
亡
び
た
ぺ
三
千
年
を
経
て
東
冰
の
法
が
再
び
中
’

國
に
還
っ
た
０
。
で
あ
っ
て
、
「
之
は
確
然
と
し
て
疑
ふ
べ
く
も
な
い
」
こ
と
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
ご
数
測
厄
言
は
西
學
が
中
國
に
出

づ
る

‘ と
云
ふ
事
例
０
列
畢
に
止
垂
ら
字
い
ぞ
０
根
櫨
と
し
て
、
天
文
算
数
を
業
と
す
る
喘
人
０
子
弟
０
西
游
を
想
定
し
た
０
で
あ
る
。

之
は
老
子
と
周
０
典
章
法
度
０
西
往
を
以
て
。
西
人
０
政
散
に
周
婢
と
合
意
の
も
０
が
多
い
こ
と
を
聡
明
し
よ
う
と
し
た
曾
紀
渫
等

-

35
-



４

　
　

０
趣
向
と
、
同
巧
異
曲
で
あ
ら
う
．
た
だ
曾
紀
洋
等
が
そ
０
「
確
誼
な
き
に
苦
し
」
ん
だ
０
に
反
し
て
．
張
自
牧
に
於
て
は
「
疑
ふ

４

　
　

べ
く
も
な
い
」
確
心
と
な
っ
て
ゐ
^
０
°

　

そ
し
て
か
か
る
確
心
か
ら
導
か
れ
る
も
０
吠
「
四
學
の
本
源
を
知
っ
て
ヽ
そ
０
長
す
る
所

　
　
　

を
探
川
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
．
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
製
器
利
用
に
於
て
皆
盆
正
す
る
所
が
あ
り
、
以
て
中
國
の
大
を
見

　
　
　

る
に
足
る
」
か
ら
で
あ
る
．

　
　
　
　

卓

　

同
書
十
一
峡
の
八
．

　
　
　
　

漉
海
諭
に
は
、
西
學
を
知
ち
な
い
こ
と
を
恥
と
す
る
考
へ
方
と
機
器
を
乱
０
本
を
す
る
考
へ
方
が
．
あ
る
妥
協
鮎
を
見
出
し
な
か

　
　
　

ら
同
時
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
．
一
は
四
學
に
對
し
て
積
極
的
に
毎
を
開
き
、
他
は
消
極
的
に
之
を
阻
ま
う
と
す
る
も
０
で
あ
る
．
然
る

　
　
　

に
．
姦
測
危
言
に
於
て
は
．
そ
の
消
極
的
な
一
面
が
殆
ど
影
を
潜
め
た
．
機
器
０
　
中
國
の
古
に
淵
源
す
る
こ
と
が
、
確
心
を
以
て
語
ら

　
　
　

れ
る
と
共
に
、
四
學
０
長
所
を
探
用
す
る
こ
と
は
、
即
ち
「
中
國
の
大
を
見
る
に
足
る
」
所
以
と
な
っ
た
０
で
あ
る
．
か
か
る
機
器

　
　
　

と
そ
ｏ
根
底
に
あ
る
西
學
に
對
す
る
闘
心
が
高
ま
る
反
面
に
於
て
．
差
測
危
言
で
は
ま
た
、
西
べ
の
儀
鵬
が
新
た
な
る
考
慮
ｏ
對
象

　
　
　

と
な
っ
て
ゐ
る
．
西
洋
で
は
君
主
・
民
主
を
問
は
す
、
君
と
臣
民
・
長
官
と
脳
吏
は
、
相
見
ゆ
る
と
き
に
儀
暗
が
簡
易
で
、
上
下
の

　
　
　

間
に
不
通
刄
気
が
な
く
、
不
覚
の
情
が
な
い
、
故
に
心
志
宵
一
で
、
琥
令
政
明
で
あ
る
、
ド
イ
ツ
ー
イ
ギ
几
ス
等
ｏ
國
が
狽
り
雄
を

　
　
　

八
洲
に
揚
す
る
０
は
．
た
だ
そ
０
民
気
通
じ
て
．
人
心
斉
し
き
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
０
富
強
０
根
底
は
他
あ
る
詳
で
な
い
．
と
読
か

　
　
　

れ
る
０
で
あ
る
．

　
　
　
　

こ
０
こ
民
気
通
じ
て
人
心
斉
し
」
と
云
ふ
考
へ
方
は
、
光
緒
０
初
葉
に
於
け
る
王
柏
０
「
上
下
一
心
・
政
倚
簡
便
」
．
及
び
張
煥

　
　
　

綸
０
「
君
民
相
説
・
上
下
一
層
の
開
係
」
と
．
そ
の
性
質
を
同
じ
く
す
る
も
０
で
あ
Ｉ
、
更
に
登
展
す
る
な
ら
ば
．
光
緒
十
三
年

　
　
　

（
一
へ
八
七
）
何
啓
・
胡
破
垣
０
．
「
公
平
な
る
政
令
」
に
肺
着
す
べ
き
も
０
で
あ
ら
う
．
機
器
を
古
書
に
附
會
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　

で
．
洋
務
に
積
極
的
な
根
櫨
を
輿
へ
ｔ
う
と
し
た
張
自
牧
に
．
海
防
０
軽
脱
と
内
政
０
重
脱
で
「
民
気
通
じ
て
人
心
斉
し
」
ヽ
と
云
ふ

-3６-
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－
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’

傾
向
が
同
時
に
現
は
れ
る
こ
と
は
ヽ
洋
務
論
の
新
た
な
る
轄
換
を
示
唆
ｆ
る
■
＃
Ｑ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
’
た
だ
張
自
牧
に
於
て
は
、

酉
洋
‘
ｏ
儀
破
に
Ｉ
對
し
て
積
極
的
な
開
心
が
示
さ
れ
る
け
れ
ど
哉
そ
ｏ
議
會
政
治
に
對
じ
て
は
・
新
た
な
る
考
慮
は
彿
は
れ
な
が
ら

も
．
未
だ
消
極
荊
な
態
度
を
脆
す
ら
こ
と
が
出
来
４
ｉ
-
ｐ
.
つ
た
．
～
西
洋
各
國
に
は
皆
議
政
院
が
あ
っ
汽
民
ｏ
公
畢
を
漉
し
、
議
紳

は
時
に
民
情
ｙ
ｆ
に
達
す
る
」
・
「
春
秋
の
時
に
列
國
は
１
　
つ
乙
國
人
を
朝
し
７
事
を
議
せ
し
め
７
ゐ
る
が
．
西
洋
に
七
な
ほ
古
意
の

存
す
る
も
０
が
あ
る
」
．
と
建
べ
な
が
ら
．
「
而
も
郷
里
の
侭
善
家
は
不
得
要
領
で
、
同
流
合
汗
０
士
及
び
能
く
道
に
違
ふ
て
百
姓
Ｏ

讐
を
求
め
る
も
の
が
．
倣
然
と
し
て
顕
官
に
就
い
て
ゐ
る
」
．
と
廻
す
る
０
で
あ
る
．
便
法
論
０
成
立
過
程
は
．
一
面
に
於
て
．
西

洋
０
議
會
政
治
に
對
す
る
関
心
０
度
合
に
比
例
す
る
も
０
で
あ
る
．
張
自
牧
が
西
洋
の
儀
贈
に
注
目
し
な
が
ら
．
そ
０
議
會
政
治
を

肯
定
し
得
な
か
っ
た
脈
に
．
便
法
諭
へ
の
胚
種
を
蔵
し
つ
つ
．
而
も
そ
ｂ
前
段
幇
に
止
る
こ
と
を
．
詔
歩
ざ
る
を
得
な
い
．

　

光
緒
十
年
代
の
前
牛
期
は
、
洋
務
が
玖
第
に
上
昇
を
辿
る
時
期
で
あ
る
．
開
礦
４
鍼
路
を
雨
鬘
と
す
る
李
鴻
章
の
北
洋
海
軍
に
對

し
て
．
武
漢
で
は
張
之
洞
０
洋
務
工
作
が
有
力
に
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
く
る
．
「
蕎
江
０
敗
後
（
光
緒
十
年
）
、
議
者
は
漸
く
西
法
Ｏ

悉
く
は
拒
み
得
な
い
ご
と
を
知
り
、
洋
務
を
談
す
る
も
０
も
深
く
恥
と
し
な
い
や
う
に
な
っ
た
が
、
大
臣
は
未
だ
解
せ
す
．
悪
む
も

の
も
な
ほ
多
い
」
と
は
、
梁
啓
超
ｏ
言
萄
で
あ
り
ぺ
今
（
光
緒
十
三
・
四
年
）
は
人
々
皆
洋
務
を
知
る
に
近
い
．
凡
そ
洋
務
に
属
す
る

人
員
は
、
例
と
し
て
優
訣
を
得
．
高
官
に
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
、
常
に
上
坑
０
器
重
す
る
所
と
な
っ
て
、
側
席
し
て
諮
問
に
庶

す
る
有
様
で
あ
る
」
と
は
、
．
王
輸
の
言
葉
で
あ
る
～
一
は
主
と
し
て
保
守
的
な
北
京
の
官
啜
に
注
目
し
．
他
は
進
歩
的
な
上
海
か

ら
展
望
し
た
も
の
で
あ
る
．
そ
の
間
に
軽
重
の
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
れ
も
新
風
気
の
開
会
を
肯
定
す
る
こ
と
に
は
僥
り
な
い
．

　

＊

　

梁
啓
超
「
戊
皮
政
愛
記
」
悠
一
．

　

＊
＊

　

王
翰
「
洋
務
」
上
．
皇
朝
蓄
交
文
編
倦
五
五
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　

か
か
る
時
期
に
於
て
洋
務
論
そ
０
も
０
か
ら
は
、
既
に
建
べ
た
如
く
．
内
政
と
軍
備
を
本
末
０
関
係
に
置
く
方
向
と
、
機
器
を
古
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書
に
附
會
せ
し
め
る
方
向
が
。
強
く
現
は
れ
て
く
る
。
一
は
機
器
中
心
０
洋
務
否
定
の
立
場
で
あ
り
、
他
は
か
か
る
種
類
０
洋
務
に

對
す
る
積
極
的
な
肯
定
０
立
場
で
あ
る
。
而
も
後
者
の
立
場
は
、
機
器
中
心
０
洋
務
に
積
極
的
な
根
攘
を
輿
へ
な
が
ら
、
な
ほ
海
防

よ
り
も
内
政
を
車
く
見
る
と
云
ふ
。
反
９
　
務
的
な
傾
向
を
も
同
時
に
も
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
は
洋
務
論
の
自
己
分
裂
で
あ
り
、
そ
Ｏ

新
た
な
る
登
展
で
あ
る
。
洋
務
術
は
、
西
學
と
中
學
を
互
に
對
立
す
る
も
の
と
考
へ
、
西
洋
０
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。

海
防
０
充
賢
を
圖
ら
う
と
す
る
所
に
、
そ
０
要
鮎
が
あ
っ
た
。
来
る
べ
き
時
期
に
於
て
は
、
こ
０
洋
務
論
か
ら
分
れ
出
た
二
方
向
、

内
政
重
脱
と
古
代
附
會
と
云
ふ
雨
概
念
が
漸
を
逐
ふ
て
主
軸
と
な
り
、
そ
０
合
鯉
を
廻
っ
て
展
開
さ
る
べ
き
。
で
あ
る
。
西
洋
０
機
器

と
中
國
０
古
書
と
０
開
係
は
更
に
延
び
て
い
西
洋
０
制
度
と
中
國
０
古
典
と
０
開
係
が
、
論
議
０
對
象
に
置
か
れ
て
く
る
。
匠
學
の

内
容
は
次
第
に
機
器
か
ら
制
度
に
輯
じ
、
古
代
へ
の
反
省
は
。
孔
孟
０
教
と
西
學
と
０
間
に
緊
密
な
聯
開
性
を
９
　
ば
し
め
る
。
そ
こ

に
成
立
す
る
０
が
、
清
末
粉
法
術
で
あ
る
。
‘
嘗
っ
て
西
人
の
政
教
に
周
鎧
と
合
意
の
も
０
が
多
い
こ
と
を
注
目
し
た
曾
紀
渫
が
、
樗

落
し
て
「
中
國
軍
務
の
整
頓
」
に
、
中
國
清
醒
の
根
韻
を
求
め
た
頃
。
光
緒
十
三
轟
（
一
八
八
七
）
０
前
後
に
於
て
、
内
政
と
古
典
と

西
學
の
如
き
粉
法
術
の
諸
要
素
と
な
る
べ
き
も
の
が
、
或
は
互
に
狽
立
に
。
或
は
互
に
絡
み
合
っ
て
。
胎
動
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
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